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「芭
蕉
」
と

い
う
利
権

二

)

*

永

井

一

彰

要

安
永

三
年

に
出
版
さ
れ
た
小
本

『
俳
諮
七

部
集
一
は
折
か
ら

の
芭
蕉

ブ
ー
ム
に
も
支

え

ら
れ
、
八
十
年
以
上
に
わ
た

る
大

ヒ

ッ
ト
商
品
と
な

っ
た
。
従
来

こ
の
書

に

つ
い
て

は
本
文

に
信
が

置
き

難

い
と

い
う

理
由

で
、
資
料
的

な
評
価
は
決

し
て
高
く

は
な

い
。

し
か
し
、
近

世

の
本
屋
に
と

っ
て

「
芭
蕉
」

は
利
権

で
あ

っ
た
と

い
う
観
点

か
ら
見
直

す
時

に
は

、
ま
た

別

の
価
値

が
与
え

ら
れ

る
。

こ

の
稿

は
、
小

本
七
部
集

を

通
じ
て

「
芭

蕉
」

と

い
う
利

権

の
大
き

さ
を

浮
き
彫

り

に
し

て
み
よ
う
と

い
う
試

み

で
あ

る
。

な

お
、
今

回
は
小

本
七
部
集

の
正
板

の
み
を

扱

い
、
重
板

(海
賊
版
)

に

つ
い
て
は
次

稿

で
取
り
上
げ

る
こ
と

に
し
た

い
。

は
じ
め
に

安
永
三
年
に
江
戸
京
の
五
軒
相
板
で
出
版
さ
れ
た

『俳
譜
七
部
集
』
は
、
そ
れ

ま

で
単
行
本
と
し
て
別
々
に
販
売
さ
れ
て
来
た
半
紙
本
の
七
部
の
書
、
す
な
わ
ち

『冬
の
日
』
『春
の
日
』
『あ
ら
の
』
『
ひ
さ
ご
』
『猿
蓑
』
『炭
俵
』
『続
猿
蓑
』
を
、

小
本
二
冊
に
ま
と
め
た
も
の
。
七
部
の
書

の
各
初
版
本
か
ら
は
遠
い
位
置
に
あ
り
、

七
部
集
の
正
確
な
本
文
を
求
め
る
立
場
か
ら
は

「底
本
と
し
て
の
資
料
に
は

一
向

に
役
に
立
た
ぬ
書
」

(昭
和
二
十
五
年
刊
日
本
古
典
全
書

『俳
譜
七
部
集
』
解
説
)

と
さ
れ
て
来
た
。
し
か
し
、
そ
の

「役
に
立
た
ぬ
書
」
が
半
紙
本
の
七
部
集
や
他

の
芭
蕉
関
係
の
書
な
ど
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
大
量
に
出
版
さ
れ
た
ら
し
い
こ

と
は
、
版
本
の
収
集
を
手
が
け
た
研
究
者

に
は
共
通
す
る
印
象
と
し
て
あ
り
、
そ

こ
か
ら

「廉
価
で
軽
便
な
同
書
は
大
ヒ
ッ
ト
し
、
芭
蕉
復
興
の
環
境
作
り
に
決
定

的
な
役
割
を
果
た
し
た
」

(平
成
七
年
刊

『俳
文
学
大
辞
典
』
)
と
い
う
別
の
見
方

も
生
ま
れ
て
来
る
。
が
、
そ
れ
以
上
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
。
要
す
る
に
、

小
本

『俳
譜
七
部
集
』
に
つ
い
て
の
俳
譜
研
究
史
上
の
評
価
は
概
し
て
高
い
と
は

言
え
ず
、
無
視
は
出
来
な
い
が
取
る
に
足
り
な
い
資
料
、
と
い
う

の
が
大
方
の
見

解
で
あ

っ
た
と
言

っ
て
よ
か
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
筆
者
は
こ
こ
数
年
の
間
に
、
『お
く
の
ほ
そ
道
』
『芭
蕉
翁
発
句
集
』

『奥
細
道
菅
菰
抄
』
『冬

の
日
注
解
』
な
ど
の
芭
蕉
関
係
の
書
物
の
板
木
の
発
見
に

立
ち
会
う
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
れ
ら
の
板
木
の
伝
来
経
路
つ
ま
り
板
権
の
移
動
を

調
べ
て
い
る
と
、
浮
か
び
上
が

っ
て
来
る
の
が
芭
蕉
関
係
の
書
物
は
近
世
の
本
屋

に
と

っ
て
魅
力
的
な
商
品
で
あ

っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
恒
久
的

な
需
要
を
見
こ
め
る
往
来
物
な
ど
の
実
用
書
や
仏
書
な
ど
と
は
違

っ
て
、
は
や
り
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す
た
り

の
激
し
い
文
学
作
品
の
板
木

は
、
そ
の
作
品
が
売
れ
な
く
な
る
と
た
ち
ま

ち
に
削
ら
れ
別
の
本
の
板
木
と
し
て
再
利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
人
誌
的

な
性
格
を
持

つ
俳
書
の
場
合
、
そ
の
傾
向
は

一
層
顕
著
で
あ

っ
た
ろ
う

こ
と
も
想

像
に
難
く
な
い
。
そ
う
い
っ
た
出
版
事
情
の
中
に
あ

っ
て

『お
く

の
ほ
そ
道
』
な

ど

の
板
木
が
現
在
に
残

っ
て
来
た
の
は
、
そ
れ
が
本
屋
に
確
実
に
利
益
を
も
た
ら

し
て
く
れ
る
商
品
だ

っ
た
か
ら
で
あ

る
。
近
世
の
本
屋
に
と

っ
て

「芭
蕉
」
は
商

品
な
の
で
あ

っ
て
、
芭
蕉
関
係
の
書
物

の
板
権
を
握
る
こ
と
は
大
き
な
利
権
を
手

に
入
れ
る
こ
と
と
同
義
で
あ

っ
た
と

言

っ
て
も
よ
か
ろ
う
。
そ
の
観
点
か
ら
見
直

す
時
、
「
役
に
立
た
ぬ
書
」
と

一
蹴
さ

れ
が
ち
だ

っ
た
小
本
七
部
集
に
は
ま
た
別

の
資
料
的
価
値
が
与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

下
段
の
表
1
は
、
管
見
に
入

っ
た
小
本
七
部
集
と
、
そ
れ
に
関
連
す
る
掌
中

本

・
横
本
七
部
集
を
正
板
と
重
板

(
海
賊
板
)
に
分
け
、
そ
の
流
れ
を
整
理
し
た

も

の
で
あ
る
。

囲
み
に
入
れ
た
も

の
が
正
板
で
、
そ
れ
以
外
は
重
板
で
あ
る
。
安
永
三
年

に
江

戸
京
五
軒
版
と
し
て
出
発
し
た
正
板

は
、
文
化
五
年
に
京
三
軒
版
と
し
て
再
刻
さ

れ
た
あ
と
、
天
保
六
年
頃
に
江
戸
京

五
軒
版
と
な
り
、
安
政
四
年
の
江
戸
大
坂
九

軒
版
に
至
る
。
つ
ま
り
、
正
板
は
八
十
年
以
上
に
わ
た

っ
て
出
版
さ
れ
た
の
で
あ

る
が
、
そ
の
様
相
は
必
ず
し
も
単
純

で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
安
永
版
そ
の
も

の
が
も
と
も
と
重
板
問
題
を
孕
ん
で

い
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
後

の
板
権

移
動
に
も
複
雑
に
絡
ん
で
来
る
こ
と

に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

一
方
、
重
板

の
流
れ

は
ど
う
か
。
安
永
三
年
江
戸
京
五
軒
版

の
出
版
期
間
は
文
化
五
年
ま
で
の
三
十
四

年
間
に
及
ぶ
。
こ
の
間
は
寛
政
五
年

の
芭
蕉
百
回
忌
を
は
さ
み
、
芭
蕉
賛
仰
熱
が

か

つ
て
な

い
高
ま
り
を
見
せ
た
時
期

な

の
だ
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
安
永

版

の
重
板
ら
し
き
も

の
は
見
当
ら
な

い
6

と
こ
ろ
が
、
文
化
五
年

に
京
三

軒
版
と
し
て
再
刻
さ
れ
る
と
、
ま
る

で
簸
が
は
ず
れ
た
よ
う

に
江
戸
表
を

中
心
に
重
板
が
続
出
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
文
化
再
刻
の
正
板
を
刊
記

部
を
含
め
て
そ

っ
く
り
そ

の
ま
ま
模

し

て
小

本

二
冊
と

し
た
重
板
A

・

C

・
B
に
始
ま
り
、
刊
記
部
を
省

い

た
小
本
二
冊
の
重
板
D
、
掌
中
本
二

冊
に
仕
立
て
直
し
て
目
先
を
変
え
た

天
保
十

一
年
刊
の

『
掌
中
俳
譜
七
部

集
』
と
そ
の
覆
刻
版
、
同
じ
く
掌
中

本
で

『
お
く
の
ほ
そ
道
』
を
付
録
に

添
え

て
三
冊
と
す
る
天
保
十

四
年
刊

『天
保
校
正
俳
譜
七
部
集
』
、
三
ツ
切

横
本

一
冊
の
弘
化
二
年
刊

『
校
正
七

部
集
』
、
横
本
二
冊

の
嘉
永

四
年
刊

『校
正
七
部
集
』
と
続
き
、
実
に
九
種

　

類
に
も
な

る
。
芭
蕉
関
係

の
書
物
で

表

伽

案

三
年
江
戸
京
五
軒
版

↑安
永
三
年
京
三
軒
版

:1:

文
化
五
年
再
刻
京
三
軒
版

↑
重
板
A

重
板
C

↑
重
板
B

183518401847 1845184318571$51

文
化
五
年
再
刻
版

江
戸
京
五
軒
版

(天
保
六
年
以
降
)

重板
司一一

D

＼
掌
中
俳
譜

七
部
集

、・、、

(天
保
十

一
年
刊
)

へ

↑
篠
刻
版

…

天
保
校
正
俳
詣
七
部
集

…

(天
保
十
四
年
刊
)

 一

(饗

騨

横
本

『俳
譜
七
部
集
』

…

(弘
化
四
年
刊
)

校
正
七
部
集

(嘉
永
四
年
刊
)

安
政
四
年
江
戸
大
坂
九
軒
版
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こ
れ
だ
け
多
く
の
重
板
を
持
つ
も
の
は
、
他
に
は
な
い
。
と
い
う
よ
り
、
近
世
に

成
立
し
た
文
学
作
品
で
五
十
年
程
の
間

に
こ
れ
だ
け
の
重
板
が
作
ら
れ
た
も
の
は

他
に
例
を
見
な

い
。
こ
の
事
実
は
、

「芭
蕉
」
と
い
う
利
権
が
近
世

の
本
屋
に
と

っ
て
い
か
に
大
き
な
も
の
で
あ

っ
た
か
を
示
し
て
余
り
あ
る
。
正
板
、
重
板
を
含

め
て
、
安
永
三
年
以
来
八
十
年
以
上
に
わ
た

っ
て
出
版
さ
れ
続
け
た
小
本
七
部
集

は
、
「芭
蕉
」
と
い
う
利
権
を
象
徴
す

る
出
版
物
と
し
て
見
直
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
の
稿
は
、
い
わ
ば
小
本
七
部
集
を
通
じ
て

「芭
蕉
」
と

い
う
利
権
の
大
き
さ

を
浮
き
彫
り
に
し
て
み
よ
う
と
い
う
試

み
で
あ
る
。
原
稿
が
大
部
に
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
の
で
、
今
回
は
正
板
に
限

っ
て
ま
と
め
、
重
板
に
つ
い
て
は
次
稿
に

ま
わ
す
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
表
1
の
う
ち
破
線
で
囲

っ
た
弘
化
四
年
刊

の
横

本

『俳
譜
七
部
集
』
は
、
板
権
を
持

っ
て
い
る
本
屋
が
出
し
た
と

い
う
こ
と
か
ら

言
え
ば
正
板
な
の
で
あ
る
が
、
実
は
こ
の
本
は
重
板
で
あ
る

『掌
中
俳
譜
七
部
集
』

を
被
彫
り
に
し
て
作
ら
れ
た
と
い
う
奇
妙
な
も
の
。
頻
出
す
る
重
板
に
対
抗
す
る

た
め
の
苦
肉
の
策
よ
り
出
た
と
思
わ
れ

る
が
、
こ
の
本
に
つ
い
て
は
重
板
と

の
関

わ
り
で
次
稿
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

安
永
三
年
江
戸
京
五
軒
版

概

略

最
初
に
安
永
版
の
概
略
を
示
そ
う
。
図
版
1
が
表
紙
で
、
薄
浅
葱
色
系

の
布
目

地
表
紙
の
左
肩
に
単
辺
白
地
題
策
を
貼

る
の
が

一
般
的
な
装
丁
。
図
版

2
は
、
上

巻
冒
頭
部
の
水
母
散
人
こ
と
塙
保
己

一
の
序
文
。
丁
付
は
ノ
ド
に

「序
壼
、
序
弐
」

と
あ
り
、
萱
丁
表
と
弐
丁
の
裏
は
余
白
。
図
版
4
の
右
側
は
、
下
巻
末
に
添
え
ら

れ
た
大
鵬
館
主
人
こ
と
大
田
南
畝

の
践
文
裏
。
こ
の
丁
に
は
丁
付
が
な
い
。
左
側

が
後
表
紙
見
返
し
貼
付
の
刊
記
で
、

安
永
三
年
甲
午
冬
十

一
月
吉
旦

東
都
書
騨

皇
都
書
舗

山

崎

金
兵
衛

冨

田

新
兵
衛

西
村
市
郎
右
衛
門

野

田

治
兵
衛

井

筒

庄
兵
衛

と
あ
り
、
江
戸
京
五
軒
相
板

の
形
を
と
る
。
本
文
の
丁
付
は
各
集
別
に
ノ
ド
に
次

の
よ
う
に
入
れ
る
。
参
考
ま
で
に
下
段
に
丁
数
を
記
す
。

冬
の
日

春
の
日

あ
ら
の

同
員
外

ひ
さ
ご

猿

蓑

炭

俵

続
猿
蓑

図
版
3
は

ソ ス サ ヒ イ ア ハ フ

壼 一

～～～～～～～～

gス サ ヒ 員 ア ハ フ

九ヲ四
十
ニ
ヲ

十
七
ヲ

十
ヲ

三
十
六

三
十
三

四
十
ヲ

403336101742 9 9

 

『春
の
日
』
の
冒
頭
部
で
あ
る
が
、
こ
の
図
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に

各
集
と
も
見
開
き

で
始
ま
る
よ
う
に
仕
立
て
ら
れ
、
第

一
丁
の
表
は
す
べ
て
余
白

と
す
る
。
つ
ま
り
、
各
集
に
つ
き
半
丁
、
全
体
で
三
丁
半
の
無
駄
が
生
ま
れ
る
わ
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け
で
、
百
部
刷

っ
た
と
す
る
と
そ
の
無

駄
は
三
百
五
十
丁
に
及
ぶ
。
そ
う

い
う
目

で
見
る
と
、

一
丁
で
収
ま
る
序
文
に
わ
ざ
わ
ざ

二
丁
を
さ
い
て
い
る
こ
と
も
無
駄

と
言
え
ば
無
駄
で
あ
る
。
七
部
集
の
収
録
順
は
次
に
示
す
よ
う
に
、
本
に
よ

っ
て

異
な
る
。
管
見
に
入

っ
た
安

永
版
を
表

2
と
し
て

一
覧
表

に
し
て
み
よ
う
。
な
お
、
表

で
雲
英
本
と
し
た
の
は
雲
英

末
雄
氏
蔵
本
、
芭
蕉
本
は
伊

賀
上
野
芭
蕉
文
庫
蔵
本
、
竹

冷
本
は
東
大
竹
冷
文
庫
蔵
本
、

綿
屋
本
は
天
理
大
学
附
属
天

理
図
書
館
綿

屋
文
庫
蔵
本

、

加
藤
本
は
加
藤
定
彦
氏
蔵
本

の
こ
と
で
、
竹
冷
本

・
綿
屋

本
は
分
類
番
号
で
示
し
、
他

は
筆
者
が
便
宜
上
付
し
た
番

号
に
よ
る
。

こ

の
う

ち

、
綿

屋
本

醜

98

・
雲

英
本
②

は
寄

せ
本
。

芭
蕉
本
②

・
雲
英
本
③
は
薄

様
摺
り
。
ま
た
、
*
印
を
付

　

し
た

芭
蕉

本
②

・
雲
英

本

表

雲
英
本
⑫

*
芭
蕉
本
②

辱
芭
蕉
本
①

竹
冷
本
棚

綿
屋
本
囎
・
艇

*
雲
英
本
①

*
加
藤
本
①

*
家
蔵
本
⑤

家
蔵
本
⑥

綿
屋
本
醜
・
98

綿
屋
本
瑚
・
m

加
藤
本
④

家
蔵
本
①

雲
英
本
③

雲
英
本
②

家
蔵
本
④

家
蔵
本
③

雲
英
本
⑤

加
藤
本
②

雲
英
本
④

加
藤
本
③

上

巻

フ

ハ

ア
イ

ヒ

フ

ハ
ア
イ

ヒ

フ

ハ
ア
イ

ヒ

フ

ハ
ア
イ

ヒ

欠

フ

ハ
ア
イ

ヒ

フ

ハ
ア
イ

ヒ

欠欠

フ

ハ
ア
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バ
フ

ピ
サ

ソ

パ
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ピ
サ

ソ

バ
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サ

ソ

バ
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ヒ
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バ
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ヒ
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バ
フ

ヒ

サ

ソ

バ
フ

ヒ

サ

ソ

バ
フ

ヒ

サ

ソ

バ
フ

ピ

サ

ソ

バ
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ピ

ア
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ハ
フ

ビ
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イ
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①

・
加
藤
本
①

・
家
蔵
本
⑤
の
巻
末

に
は
、
図
版
5
に
示
し
た
よ
う
に
、
載
文
堂

こ
と
西
村
市
郎
右
衛
門
の
蔵
板
目
録

一
丁
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
西
村
の
出
版
活

動

の
下
限
は

「
天
明
五
年
頃
」
〔平
成
十

一
年
刊

『日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』
)

と
さ
れ
る
か
ら
、
こ
の
目
録
を
添
え

る
四
本
は
比
較
的
早
印
に
属
す
る
と
考
え
て

良

い
。
収
録
順
で
分
類
し
て
み
る
と

、

ー

フ
ハ
ア
イ
ピ

サ
ス
ソ

H

フ
ハ
ア
イ
ピ

サ
ソ
ス

皿

ハ
フ
ピ
サ
ソ

ス
ア
イ

W

ハ
フ
ピ
ア
イ

×

の
四
種
に
分
け
ら
れ
る
が
、
板
面
の
様
子

・
入
木
な
ど
か
ら
考
え
て
、
七
部
集

の

も
と
も
と
の
成
立
順
に
並
べ
る
1
型

の
も
の
が
早
く
に
出
て
、
n
型
が
そ
れ
に
続

き
、
田

・
W
型
は
後
刷
と
認
め
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
1
型

の
本

に

つ
い
て
少
し
詳
し
く
触
れ
て
お
こ
う

。
初
版
と
目
さ
れ
る
の
は
雲
英
本
⑫
で
あ
る

が
、
残
念
な
こ
と
に
上
巻
の
み
の
零
本
で
、
虫
損
甚
し
く
題
鑓
も
失
わ
れ
て
い
る
。

芭
蕉
本
②
は
、
改
装
合
綴
さ
れ
た

一
冊
本
で
題
簸
も
元
の
も
の
で
は
な

い
。
従

っ

て
、
元
の
収
録
順
は
わ
か
ら
な

い
が
、
前
後
の
本
か
ら
同
じ
で
あ

っ
た
と
判
断
さ

れ
る
。
芭
蕉
本
②
の
上
巻
相
当
部
分

「
フ
ハ
ア
イ
ヒ
」
は
、
雲
英
本
⑫
と
同
板
。

た
だ
し
、
芭
蕉
本
②

に
は
二
十
数
箇

所
の
入
木
修
正
が
あ
る
。
こ
れ
に
次
ぐ
の
が

芭
蕉
本
①

で
あ
る
が
、
こ
の
本
は
他

と
違
い
薄
灰
色
布
目
地
表
紙

の
中
央
上
部
に

薄
黄
色
地
単
辺
題
策
を
貼
る
と
い
う
特
異
な
装
丁
を
持

つ
。
参
考
ま
で
に
図
版
6

と
し
て
あ
げ
て
お
く
。
こ
の
芭
蕉
本
①
を
芭
蕉
本
②
と
較

べ
て
み
る
と
、
『冬

の

日
』

の
三
～
九
丁
、
『春
の
日
』
の
八

・
九
丁
、
そ
れ
に
蹟
文
の
板
木
が
彫
り
替

え

ら

れ

て

い

,

縫

鶴

璽

所

の
入
木
修
正

も

認

め

ら

れ　

る
。
竹
冷
本
68

紙

は
芭
蕉
本
①
と

表

同
板
で
、
こ
の

杣

あ
と
板
木
に
手

雌

終
雛

圃

曝

刷
本
に
及
ん
で

図

い
る
。
ご
く
早

い
時
期

に
行
な

わ
れ
た
板
木
の

彫
り
替
え

の
理

由
は
よ
く
わ
か

ら
な
い
。

二
次

に
わ
た
る
入
木
は

「而
己
」
を

「
而
已
」
と
す
る
な
ど
、
概
ね
誤

字
や
誤
写
を
修
正
す
る
意
図
に
出
る
も
の
で
あ
る
。

成

立

さ
て
、
こ
の
安
永
版
小
本
に
つ
い
て
は
今
ま
で
京
の
井
簡
屋
が
主
板
元
と
な

っ
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て
出
版
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
来
た
。
新
日
本
古
典
文
学
大
系

『芭
蕉
七
部
集
』

の
解
説

「七
部
集

の
書
誌
」
で
、
加
藤
定
彦
氏
が

「井
筒
屋
が
版
元
と
な

っ
て
普

及
版

『俳
譜
七
部
集
』
を
刊
行
す
る
際
に
は
云
々
」
と
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
代
表

的
な
も
の
。
安
永
三
年

の
段
階
で
単
行
半
紙
本
七
部
集
の
う
ち

『春
の
日
』
の
板

権
は
西
村
が
、
他
の
六
部
の
板
権
は
井
筒
屋
が
握

っ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
踏
ま

え
れ
ば
、
そ
の
よ
う
に
考
え
て
し
ま
う
の
は
当
然

で
あ
ろ
う
。
全
部
揃
え
れ
ば
十

二
冊
に
も
な
る
半
紙
本
に
対
し
て
、
小
本
を

「普
及
版
」
と
す
る
の
も
井
筒
屋
主

板
元
と
考
え
る
と
こ
ろ
か
ら
来
て
い
る
。
そ
し
て
、
安
永
版
小
本
の
刊
記
に
板
権

所
有
者
で
あ
る
二
軒

の
名
前
が
明
記
さ
れ
、
さ
ら
に
小
本
七
部
集
の
刊
記
の
年
月

に
ほ
ぼ

一
年
遅
れ
て
、
江
戸
本
屋
仲
間
の

『割
印
帳
』
の
安
永
四
年
九
月
廿
七
日

の
条
に
、

安
永
三
年
十
一月

俳
譜
七
部
集

全
弐
冊

同
弐
百
一丁

板
元

京

井
筒
屋
庄
兵
衛

売
出

山
崎

金
兵
衛

ど
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
井
筒
屋
主
板
元
説
は
疑
う
余
地
は
な
い
か
に
見
え

る
。
井
筒
屋

・
西
村
と
並
ん
で
、
井
筒
屋
と
は
極
め
て
縁
の
深
い
野
田
治
兵
衛
こ

と
橘
屋
の
名
前
が
出
る
こ
と
に
も
何
ら
不
審
は
な
い
。
ま
た
、
江
戸
の
山
崎
金
兵

衛
は

『割
印
帳
』
に
よ
れ
ば
宝
暦
七
年
か
ら
文
化
四
年
に
か
け
て
活
躍
を
し
た
本

屋
で
、
そ
の
五
〇
年
間
に
板
元

・
売
出
し
を
併
せ
三
五
七
点
の
書
物
の
出
版
に
関

わ

っ
た
人
物
で
あ
る
。
上
方
版
の
売
り
出
し
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
多
く
、
い
ま

宝
暦
七
年
か
ら
安
永
三
年
十

一
月
の
間
に
限

っ
て
拾
い
出
し
て
み
る
と
、
大
坂
も

の
20
点
、
京
都
も
の
36
点
の
売
出
し
を
委
託
さ
れ
た
実
績
を
持

つ
。
橘
屋

・
井
筒

屋
と
の
縁
も
あ
り
、
そ
も
そ
も
山
崎
の
出
版
活
動
の
始
ま
り
は
宝
暦
七
年
の
橘
屋

刊

『俳
譜
向
双
議
』

(正
し
く
は

「誹
譜
衆
議
」
。
『割
印
帳
』
の
誤
写
)
の
売
出

し
で
あ

っ
た
。
以
降
、
明
和
六
年
に
は
橘
屋

・
井
筒
屋
相
板

『誹
譜
何
鏡
』

の
、

明
和
七
年
に
は
橘
屋
刊

『類
題
発
句
集
』
の
、
そ
し
て
安
永
三
年
七
月
に
は
井
筒

屋
刊

『芭
蕉
翁
発
句
』

の
売
出
し
を
任
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
経
歴
か
ら
す
れ
ば
、

安
永
版
小
本
七
部
集
の
販
売
委
託
先
と
し
て
名
前
が
出
て
来
て
も
、
や
は
り
不
思

議
で
は
な
い
。
小
本
七
部
集
成
立
の
鍵
を
握
る
の
は
残
り
の

一
人
、
富
田
新
兵
衛

で
あ
る
。
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
長
澤
和
彦
氏
の
最
新
の
論
考

「書
捧
富
田
屋
新

兵
衛
」

(近
世
文
芸
研
究
と
評
論
61
号
)
が
あ
り
、
そ
れ
を
手
が
か
り
に
必
要
な

こ
と
が
ら
だ
け
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
本
名
、
貴
親
。
字
、
子
周
。
狂
名
、
文
屋

安
雄
。
享
和
三
年
六
月
三
十

一
日
没
、
享
年
不
明
。
江
戸
市
ヶ
谷
左
内
坂
下
で
本

屋
を
営
み
、
屋
号
は
富
田
屋

・
曾
尚
堂
の
他
、
次
に
あ
げ
る
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
の

偽
名
を
用
い
る
。
『割
印
帳
』
な
ど
に
も
そ
の
名
は
見
え
ず
、
本
屋
仲
間
に
も
加

わ

っ
て
い
な
い
が
、
小
本
七
部
集
以
外
に
次
の
書
物
を
出
し
て
い
る
。

出
版
年

書

名

著者

内

容

書
律
名

安永

三

た
か
ら
合
の
記

左
内

狂
文

四

甲駅

新話

南畝

酒
落本

新
甲館

五

評
判茶

臼
芸

南畝

評
判
記

湯
銭
八
文
字
屋

五
・

六

世説

新語

茶

南畝

洒
落
本

六

梅花

新
駅

菅江

洒
落
本

新
甲
堂

六
・

七

名と

り
酒

未詳

洒
落
本

川
口
阿
晒
房

八

粋
町
甲閨

南畝

洒
落
本

な
お
右
以
外
に
も
、
安
永
末
頃
の
刊
と
見
ら
れ
る
洒
落
本

『駅
舎
三
友
』
(記
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南
子
著
)
『道
中
粋
語
録
』
(南
畝
著
)

は
、
そ
れ
ぞ
れ

「板
元
が
富
田
屋
新
甲
堂

で
あ
る
可
能
性
の
大
で
あ
る
」

(洒
落
本
大
成
九
巻
解
題
)
「
本
書

の
初
板
の
板
元

が
新
甲
堂
で
な
い
と
は
断
言
で
き
ず
」

(同
十
巻
解
題
)
と
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

ま
た
、
『名
と
り
酒
』
の
巻
末
広
告
に
見
え
る

『新
騨
名
伎
大
全
』
『時
酒
配
盃
』

『婦
多
満
家
和
』
は
出
版
が
確
認
さ
れ

て
い
な

い
が
、
富
田
の
企
画
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
要
約
す
れ
ば
、
富
田
新
兵
衛
は
安
永
期
の
南
畝
の
周
辺
に
居
て
、

公
け
筋
に
は
出
し
に
く

い
性
格
を
持

つ
洒
落
.本
な
ど
の
出
版
を
手
が
け
て
い
た
人

物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

話
を
小
本
七
部
集
に
戻
そ
う
。
そ
の
序
文
に
保
己

一
が
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

こ
の
安
永
版
小
本
は

「
子
周
」
す
な
わ
ち
富
田
新
兵
衛
が
、
「
此
道
を
翫
べ
る
人

の
枕
草
紙
と
す
べ
き
」
「ば
せ
を
葉
の
広
く
世
に
も
て
伝

へ
た
る
な

・
つ
の
ふ
み
」

を

「ひ
と

つ
冊
子
と
な
し
て
、
風
に
う

そ
ぶ
き
雲
に
詠
る
中
だ
ち
と
せ
ん
」
と
い

う
意
図
の
も
と
に
編
集
し
た
も

の
で
あ
る
と
言
う
。
そ
し
て
、
践
文
筆
者
の
大
鵬

館
こ
と
南
畝
が
後
に

『七
部
大
鑑
』

(文
政
六
年
刊
)
に
寄
せ
た
序
文
で
、
自
ら

「
い
に
し
安
永

の
は
じ
め
、
市
谷
の
書
蜂
曾
尚
堂
来
り
て
、
誹
譜
七
部
集
を

一
書

に
書
く
れ
よ
と
乞
ふ
ま
ま
に
、
冬

の
日
の
短
句
、
春
の
日
の
長
句
を
炭
俵
の
口
と

く
と
く
、
ひ
さ
ご
の
つ
る
の
長

々
と
書

お
く
り
ぬ
」
と
語
る
ご
と
く
、
富
田
の
依

頼
を
受
け
て
七
部
集
を
小
本
二
冊
に
清

書
し
た
の
は
南
畝
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
念
の
た
め
に
安
永
版
小
本
の
板

下
を
検
分
し
て
み
る
と
、
序

・
本
文

・
蹟

と
も
す
べ
て
同
筆
で
、
南
畝

の
筆
蹟
と
見
て
間
違

い
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
安
永
版

小
本
は
富
田
の
依
頼
を
受
け
て
南
畝
が
清
書
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
で
は
、
そ
れ

は
誰
の
指
示
に
よ
る
も
の
か
。
今
ま

で
通
り
井
筒
屋
主
板
元
説
に
沿
え
ば
、
井
筒

屋
が
わ
ざ
わ
ざ
江
戸
の
、
し
か
も
本
屋
仲
間
に
も
加
入
し
て
い
な
い
富
田
に
依
頼

し
て
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
余
り
に
も
不
自
然
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
井

筒
屋
と
西
村
で
独
占
出
来
た
は
ず
の
七
部
集
の
利
権
を
、
そ
の
よ
う
な
煩
碩
か
つ

不
自
然
な
手
続
き
を
踏
ん
で
、
縁
も
ゆ
か
り
も
な

い
江
戸
の
本
屋
に
分
か
ち
与
え

る
理
由
が
な
い
。
そ
う
考
え
て
く
る
と
結
論
は

一
つ
、
安
永
版
小
本
は
井
筒
屋

・

西
村
ら
板
権
所
有
者
の
意
志
と
は
全
く
関
わ
り
な
く
、
江
戸
で
富
田
が
勝
手
に
こ

し
ら
え
た
も
の
で
あ

っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
を
思
わ
せ
る
記
事
が
京

都
本
屋
仲
間

の
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
。
次

に
、
「上
組
済
帳
標
目
』
か
ら
小
本

七
部
集
の
重
板
に
つ
い
て
の
記
録
を
、
そ
れ
に
関
連
す
る
も
の
も
含
め
て
年
代
順

に
抜
き
出
し
て
み
よ
う
。
な
お
、
翻
字
に
際
し
て
は
旧
漢
字

・
異
体
字
は
通
行
の

字
体
に
改
め
、
適
宜
句
読
点
を
補

っ
て
あ
る
。

安
永
三
年
午
五
月
よ
り
九
月
迄

一

誹
譜
春
の
日
、
江
戸
表
二面
重
板
出
来
。

上
書
出
ル。
付
、
売
留
・
廻
状
出
し
候
事
。

安
永
三
年
甲
午
九
月
よ
り
未
正
月
迄

西
村
市
郎
右
衛
門
よ
り
売
留
・
口

一

誹
譜
春
の
日
之
義
一一付
、
江
戸
行
事
中
よ
り
書
状
到
来
。
井
、
吉
文
字
や

次
郎
兵
衛
よ
り
口
上
書
。
右
・付
、
当
地
よ
り
返
答
書
。
井
、
西
市
よ
り
返

答
書
。

一

誹
譜
七
部
之
書
、
江
戸
表
武
家
方
・お
ゐ
て
小
本
二
い
た
し
板
行
有
之
候
一・

付
、
相
対
之
上
板
木
井
摺
置
有
之
本
共
、
不
残
京
都
板
元
へ被
下
候

一
件
。
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安
永
四
年
乙
未
正
月
よ
り
五
月
迄

一

誹
譜
春

の
日
之
義
二付
、
江
戸
表
よ
り
書
状
到
来
。
井
、
返
事
。

安
永
四
年
未
五
月
よ
り
九
月
迄

一

誹
譜
春
の
日
、
江
戸
京
両
板
共
、
無
滞
売
買
通
用
之
事
。

文
化
六
年
巳
五
月
よ
り
九
月
迄

一

西
国
誹
譜
七
部
集
、
板
行
出
入

一
件
。
拝
、
右
・付
大
坂
塩
屋
忠
兵
衛
不

将
取
計
之
始
末
、
大
坂
行
事
之
記
録
、
書
写
留
候
事
。

文
政
六
年
未
九
月
よ
り
同
七
年
申
正
月
迄

一

誹
譜
七
部
集
小
本
、
於
江

戸
重
板
出
来
。
右
二付

、
板

元
よ
り

口
上

書
。
井
、
江
摂
両
地
書
状
往
返
之
事
。

文
政
八
年
酉
正
月
よ
り
五
月
迄

一

誹
譜
七
部
集
小
本
、
先
達
而
江

戸
表
一扁
重
板
出
来
候
処
、
今
度
事
済
、
重

板
之
板
木
引
取

一
件
。
同
江
戸
行
事
江
返
書
。

従
天
保
三
年
辰
正
月
至
同
五
月

一

菱
屋
徳
右
衛
門
よ
り
、
誹
譜
七
部
集
小
本
、
先
年
江
戸
・而重
板
出
、
此
節

尤
流
布
致
候
二付
、
売
留
之
頼
出
候
口
上
書
。

天
保
十
亥
年
自
九
月
至
子
正
月

一

十
三
日

江
戸
よ
り
、
甲
州
表
誹
譜
七
部
集
小
本
重
板
義
付
、
書
状
到

来
。

一

十
九
日

江
戸
へ七
部
集
重
板
雑
費
料
共
、
返
事
下
ス
。

天
保
十

一
子
歳
自
正
月
至
五
月

一

江
戸
表
へ七
部
集
重
板
義
.・付
、
書
状
下
ス
。

一

四
月
五
日

江
戸
よ
り
七
部
集
重
板
登
り
、
書
状
到
来
。

天
保
十

一
子
年
自
五
月
九
月
至

一

六
月
○
日

江
戸
へ七
部
集

一
件
、
礼
状
遣
ス。

最
初
に
取
り
あ
げ
た
表
1
と
対
応
す
る
か
の
如
く
、
文
化
六
年
以
降
天
保
十

一

年
に
か
け
て
小
本
七
部
集
重
板
の
件
が
頻
出
す
る
。
そ
れ
は
し
ば
ら
く
措
き
、
注

目
す
べ
き
は
安
永
三
年
甲
午
九
月
よ
り
未
正
月
迄
の
条
に
見
え
る
次
の
記
録
で
あ

る
。

誹
譜
七
部
之
書
、
江
戸
表
武
家
方
に
お
ゐ
て
小
本
に
い
た
し
板
行
こ
れ
有
り

候
に
付
き
、
相
対
之
上
、
板
木
並
び
に
摺
置
き
こ
れ
有
る
本
共
、
残
ら
ず
京

都
板
元
へ
下
さ
れ
候

一
件
。

先
ず
、
こ
の

一
件
が
記
録
さ
れ
た
時
期
が
、
安
永
版
小
本
の
刊
記

「安
永
三
年

甲
午
冬
十

一
月
」
と
ほ
ぼ
重
な
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
ま
で
通
り

安
永
版
が
井
筒
屋
を
中
心
に
京
で
仕
立
て
ら
れ
た
と
考
え
る
と
、
同
時
進
行
的
に

江
戸
で
重
板
が
用
意
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う
が
、
そ
れ
も
や
は
り
否

定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
見
え
る

「誹
譜
七
部
之
書
」
「小
本
に
い
た
し
」

と

い
う
言

い
ま
わ
し
は
、
後

の
文
政
六
年

・
八
年

・
天
保
三
年

・
十
年
の

「誹
譜

七
部
集
小
本
」
と

い
う
熟
し
た
表
現
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。
「小
本
に
い
た
し
」

と

い
う
言
い
方
は
、
「
小
本
」
と

い
う
形
式
が
京
の
板
元
の
意
表
を

つ
く
も
の
で

あ

っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
こ
の
時
期
に
京
の
板
元
に
は
小
本
が
用
意
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
安
永
三
年
の
条
に
記
録
さ
れ
る

「小
本
」
こ
そ
が

安
永
版
そ
の
も
の
で
は
な
か

っ
た
ろ
う
か
。
「江
戸
表
武
家
方
」
と
あ
る
の
も
、
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南
畝
が
関
わ

っ
て

い
た
こ
と
と
符
合

す
る
。
ち
な
み
に

『蕉
門
俳
書
集

・
五
』

(昭
和
五
十
九
年
勉
誠
社
刊
)
の

『波
留
濃
目
』
の
解
説
に
お

い
て
、
加
藤
定
彦

氏
は
諸
本
調
査

の
過
程
で
安
永
版
小
本
に
も
踏
み
こ
ま
れ
、
安
永
版
小
本
収
録
の

『春
の
日
』
の
底
本
に
江
戸
の
春
秋
堂

(吉
文
字
屋
次
郎
兵
衛
)
が
出
し
た
重
板

半
紙
本
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

つ
き
と
め
ら
れ
て
、
次
の
疑
問
を
呈
し
て
お

ら
れ
る
。

安
永
三
年

『俳
譜
七
部
集
』
を
刊
行
す
る
に
当

っ
て
、
西
村
市
郎
右
衛
門
が

加
わ

っ
て
い
な
が
ら
、
『春
の
日
』
の
底
本
に
西
村
版
を
用

い
ず
、
何
故
春

秋
堂
版
を
用
い
て
い
る
の
か
、
首
を
か
し
げ
ざ
る
を
え
な
い
。

(略
)
ま
だ

版
面
の
磨
耗
の
進
ん
で
い
な
い
正
体
不
明
の
春
秋
堂
板
を
原
刻
版
と
誤
認

し
、
採
用
し
て
し
ま

っ
た
た
め
だ

ろ
う
か
。

3

蓼

く

畜

ノ
ワ
汽ノ
、友
の
周

尭

瑞
日
伽
呈

之

足
必
吊
足

ク

ム

塾
動

炊
ゑ
さ

蒙

・公

糞

筆

4

の
似

る

ζ
毒

～
磯
ゾ黎

は
マ
蕊

ハ
与

)
り

5

守

}
恥
う
～
㌦
4
ノ

ソ
畜
ム艸

ら

あ
了
♪

Ψ
あ
≦
ぐ

ス
低

の

舵
る

9速

便

Φ
ゆ

.～

募

～
ζ
.に
き

咲

膠
δ

・夜
峨

ヱ
3
ゐ

の
・芭

へ
c
>
砂

・易

川
ー
⑦
あ
内
ユ
岩

ム

4

》写
携

尭

μ4
セ

・い
商

の
砕

り
《
が

祷

3
寸
㌃

り
苛

建
書鍵 弓蓼難 葵

 

寺

塗

品
⑦
乏
曽↑
・婁

群

凝

宅

誘

2

安永版 春の日8丁裏

氏
は
そ
の
後
も
、
前
引

「七
部
集
の
書
誌
」
で
も
そ
の
見
解
を
踏
襲
し
て
お
ら

れ
る
が
、
安
永
版
小
本
が
京

の
板
元
と
は
関
わ
り
な
く
江
戸
で
仕
立
て
ら
れ
た
も

の
で
あ

っ
て
み
れ
ば
、
こ
れ
も
ご
く
自
然
に
理
解
出
来
る
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
要

す
る
に
、
富
田
な
り
南
畝
な
り
が
手
近
に
あ

っ
た
春
秋
堂
板
を
使

っ
た
と
い
う
に

過
ぎ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

安
永
版
小
本
が
井
筒
屋
や
橘
屋
と
い
っ
た
手
馴
れ
た
本
屋
の
工
房
か
ら
生
ま
れ

た
も
の
で
は
な

い
と

い
う
証
拠
は
他
に
も
あ
る
。
図
版
7。
を
御
覧
い
た
だ
き
た

い
。

そ
の
上
段
は
安
永
版
小
本
収
録
の

『春
の
日
』
入
丁
裏
、
下
段
は
文
化
再
刻
版
の

同

一
箇
所
で
あ
る
。
後
で
述
べ
る
よ
う
に
、
文
化
再
刻
版
は
橘
屋
の
工
房
で
成

っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
上
下
を
見
較
べ
て
み
る
と
、
板
下
の
整
え
方
が
明
ら

か
に
違
う
こ
と
に
気
付
く
。
安
永
版
は
句
脚
の
部
分
が
不
揃
い
で
、
し
か
も
末
尾

客

)
急
}

恥
4

う
乞

亀

包

柔

鼎
日
知
足
素
足
常

足

齢
!
ネ

ふ
離

水

あ
ーつ
≦

董

ん

介

第

本
乃
微

西
塗

て
曙
吸
禽

窒

ハ垂

饗

ウ

苗
♪
ゾ早
ハ
孕

黒

き

灸

乃

も

蓮

他
め
あ
う
さ

h
考

?

ほ

豪

♪

暖

ろ
亥

諺

ゑ

海

誌

遜

∴さ
う
や

ゑ

凶
1
ろ

重

ヤ
桐
う
侮
疋
盈

動

零

喩
琶

二
卑

蕪
薯
循
袈

亀

で
馨

㎞
セ
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飼

乃

竹

ぬ
ク
び
毒

曇

・粂

舞
曽

重 冒 全 蔚 啓 オ舜 療'3弐
恥 入.3i.圭

文化版 同一箇所図7
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の
句
の
前
書

一
行
目
が
だ
ら
し
な
く
下
の
方
ま
で
は
み
出
し
て
し
ま

っ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
、
文
化
版
の
方
は
句
脚
部
を
揃
え
よ
う
と
す
る
意
識
が
は

っ
き
り
見

て
と
れ
る
し
、
前
書

一
行
目
も
ほ
ぼ
句
脚
部
に
合
わ
せ
て
、
下
の
作
者
名
と
の
間

に
空
白
を
設
け
た
収
め
方
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
安
永
版
は
板
下
筆
者
南
畝
の

書
き
癖
に
も
よ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
文
字
が
左
右
の
行
間
に
は
み
出
し
が
ち
で
あ

る
の
に
対
し
、
文
化
版
の
方
に
は
行
間
を
す

っ
き
り
さ
せ
よ
う
と
す
る
配
慮
が
見

ら
れ
る
。
こ
の
違

い
は
板
下
を
整
え
る
段
階
で
板
木
を
彫
る
工
程
が
念
頭
に
あ
る

か
な
い
か
の
違
い
で
あ
る
。
ど
ち
ら
が
彫
り
や
す
い
か
は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

ち
な
み
に
図
版
8
は
、
井
筒
屋

・
橘
屋
の
相
板
に
な
る
寛
政
元
年
刊
小
本

『芭
蕉

翁
発
句
集
』
の
板
木
拓
本
で
あ
る
。
上
下
及
び
行
間
の
大
き
な
空
白
部
を
さ
ら
え

て
お
い
て
、
句
と
句
の
間
の
狭
い
所
に
縦
に
刀
を
通
し
、
そ
の
あ
と
で
細
部
を
彫

っ
て
行

っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。
図
版
9
は
、
寛
政
版
の
も

・孕
ろ
機

て
ー

で

㌘

・毒

う

重
ふ

匂

へ
ー

"
》
逐
岡

・薫

掩
ろ
リ花

門
殴
値
謬
毒

ユ
羨

身
ろ
捗
ー
気

り
毒

蓼

ぐ

拓
.Φ
ぎ

仰
塾
φ
蔀
腫
乃
倒
象
脇
ヨ
享

マ
9
白
診
庸
雌
の
楓
夙ユ
7
一"4
協
争
湛

?
4
・

ゆ
護

逡

一毒

?
董
上

六

図9安 永版 同書
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と
に
な

っ
た
安
永
五
年
井
筒
屋
刊
の
小
本

『芭
蕉
翁
発
句
集
』
の
上
巻
六
丁
裏
。

末
尾
の
句

の
前
書
二
行
の
下
部
を
詰

め
て
書
き
句
脚
部
を
揃
え
て
あ
る
が
、
こ

れ
も
ま
た
彫
り
の
工
程
を
踏
ま
え

て
の
配
慮
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
わ
か
り
や
す

い
例
を
あ
げ
た
に
過
ぎ
な

い
が
、
他

に
も
井
筒
屋

・
橘
屋
が
出
版
に
関
わ

っ
た

安
永
三
年
刊

『類
題
発
句
集
』
、
享
和
三
年
刊

『俳
譜
続
七
部
集
』
な
ど
に
あ

っ

て
も
、
彫
り
の
工
程
を
念
頭
に
お

い
て
板
下
が
仕
立

て
ら
れ
て
い
る
。
安
永
版

小
本
七
部
集

に
は
全
体
的
に
そ
の
配
慮
が
乏
し
く
、
井
筒
屋

・
橘
屋
と

い
っ
た

手
馴
れ
た
本
屋
の
工
房
か
ら
生
ま
れ

た
も
の
で
な

い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
先

に
不
審
と
し
て
指
摘
し
て
お
い
た
安
永
版
小
本
七
部
集

の
無
駄
な
余
白

の
問
題

も
、
お
そ
ら
く
こ
の
こ
と
と
関
わ

っ
て
く
る
。
小
本
七
部
集
の
い
わ
ば
続
篇
と

し
て
企
画
さ
れ
た
享
和
三
年
刊

『俳
諸
続
七
部
集
』
は
、
『深
川
』
『卯
辰
集
』

『韻
塞
』
『刀
奈
美
山
』
『有
礒
海
』
『
芭
蕉
庵
小
文
庫
』
『
千
鳥
掛
』
の
七
点
を
小

本
二
冊
に
割
り
ふ

っ
て
収
め
る
。
こ

の
う
ち

『深
川
』
の
み
が
第

一
丁
の
表
を

余
白
と
す
る
も
、
他
は
す

べ
て
第

一
丁
の
表
か
ら
本
文
を
起
こ
し
て
い
る
。
ま

た
、
閑
更
の
序
文
も

一
丁

の
表
裏
に
収

め
て
、
無
駄
が
な

い
。
安
永
版
小
本
七

部
集
を
井
筒
屋
な
り
橘
屋
な
り
が
仕

立
て
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の

『続
七
部
集
』

と
同
様
に
無
駄
の
な
い
編
集
を
し
た
は
ず

で
、
こ
の
こ
と
も
安
永
版
が
採
算
を

重
視
す
る
商
業
書
騨
の
手
に
成

っ
た
も

の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

重

板

処

理

で
は
、
安
永
版
小
本
が
も
と
も
と

江
戸
仕
立
て
の
重
板
で
あ

っ
た
と
す
る
と
、

そ
の
刊
記
に
正
板
元
の
井
筒
屋

・
西
村
の
名
前
が
何
故
刻
ま
れ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
先
に
引
用
し
た

『上
組
済
帳
標
目
』
の
安
永
三
年
の
条
に
は
、
こ
の
重

板

の

一
件
は

「板
木
並
び
に
摺
置
き
こ
れ
有
る
本
共
」

「残
ら
ず
京
都
板
元

へ
」

没
収
す
る
と

い
う
こ
と
で
話
が

つ
い
た
と
記
す
。
板
木

・
摺
本
没
収
と

い
う
の
は
、

重
板
事
件
が
起
き
た
時

の
言
わ
ば
原
則
的
な
解
決
法
で
あ
る
。
が
、
原
則
通
り
に

話
が
進
む
こ
と
は
実
は
極
め
て
稀
で
あ

っ
た
ら
し
い
。
悪
意
の
あ
る
な
し
に
関
わ

ら
ず
、
重
板
を
こ
し
ら
え
た
側
は
板
木
を
仕
立
て
る
た
め
に
そ
れ
な
り
の
経
費
を

か
け
て
い
る
。
板
木
と
摺
本
を
没
収
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
手
許
に
残
る
の
は
損
ば

か
り
で
、
何
か
と
理
由
を
付
け
て
板
木
を
手
放
す
ま
い
と
す
る
の
は
人
情
と
し
て

の
自
然
で
あ
ろ
う
。

一
方
正
板
元
の
方
は
、
原
則
通
り
に
こ
と
を
運
ぼ
う
と
す
れ

ば
最
終
的
に
は
組
合
を
通
じ
て
奉
行
所

へ
訴
え
出
る
し
か
な
い
。
そ
の
た
め
に
は

時
間
と
費
用
が
か
か
る
し
、
仮
に
勝
訴
し
た
と
こ
ろ
で
重
板
の
板
木
を
取
り
上
げ

る
の
が
関
の
山
で
、
利
益
に
は
結
び
付
か
な
い
。
そ
こ
で
重
板
事
件
の
最
も
現
実

的
な
処
理
法
と
し
て

一
般
化
し
て
行

っ
た
の
が
、
重
板
と
し
て
こ
し
ら
え
た
書
物

を
相
板

(共
同
出
版
)
に
し
て
売
り
出
し
、
儲
け
を
わ
か
ち
合
う
と

い
う
や
り
方

で
あ

っ
た
。
重
板
を
こ
し
ら
え
た
側
に
す
れ
ば
、
儲
け
は
半
減
す
る
も
の
の
板
木

を
没
収
さ
れ
る
よ
り
は
る
か
に
ま
し
で
あ
る
。
正
板
元
と
し
て
は
、
も
と
も
と
の

正
板

の
売
れ
行
き
に
多
少
の
影
響
は
出
る
と
は
い
え
、
重
板
の
身
入
り
は
い
わ
ば

濡
れ
手

で
粟
で
、
相
板
と
す
る
の
は
両
者
に
と

っ
て
最
も
現
実
的
な
や
り
方
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
重
板
処
理
に

つ
い
て
は

『京
阪
書
籍
商
史
』
な
ど
に

も
記
す
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
ひ
と
口
に
相
板
と
言

っ
て
も
そ
の
様
相
は
単
純
で
は

な
い
。

い
ま
、
『上
組
済
帳
標
目
』
か
ら
安
永
三
年
以
前
の
重
板
事
件
を
拾

い
あ

げ
て
、
相
板
と
す
る
際
の
具
体
的
な
様
相
を
整
理
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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『済
帳
』
の
記
録
は
元
禄
七
年
か
ら
始
ま
る
が
、
そ
の
冒
頭
部
の
七
例
に
重
板
処

理
の
典
型
は
ほ
ぼ
尽
く
さ
れ
て
い
る
か

に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
漢
数
字
は
説
明
の

便
宜
上
、
仮
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

武
家
重
宝
記

い
せ
屋
七
郎
兵
衛
板
行
被
致
候
処
、
長
谷
川
藤
兵
衛
方
武
用
弁
略
に
指
構
、
長

谷
川
よ
り
樽
代
銀
弐
枚
出
さ
せ
、
等
分
之
相
合
二
て
出
入
相
済
。

二

字
尽
重
法
記

秋
田
屋
庄
兵
衛

・
同
彦
兵
衛
板
行
被
致
候
処
、
村
上
勘
兵
衛
合
類
節
用
二指
構
、

重
法
記
三
・割
壱
分
村
上
へ渡
シ
、
出
入
相
済
候
。

三

俗
解
聾
方

い
せ
屋
九
兵
衛
板
行
被
致
、
回
春
片
仮名
付
二指
構
、
段
々
出
入
・
及
、
襲
方
作
者
苗

村
丈
伯
よ
り
銀
弐
枚
被
出
候
を
、
襲
方
板
元
い
せ
屋
九
兵
衛
へ相
渡
シ
、
板
木
半

分
行
事
江
請
取
、
回
春
板
元

一
文
字

屋
三
郎
右
衛
門
へ渡
・
、
相
板
・致
、
出
入

済
。

四

同
書

(俗
解
襲
方
)

西
村
市
郎
右
衛
門
方
回
春
指
南
・壱

冊
指
構
、
永
代
毎
年
拾
部
ヅ
、、
西
村
市
郎

右
衛
門
へ板
賃
な
し
二摺
ら
せ
被
申
候
筈
二取
扱
、
出
入
相
済
候
。

五

年
中
重
宝
記

丁
字
屋
半
兵
衛
其
外
四
人
、
都
合

五
人
相
板
二板
行
被
致
候
処
、
大
井
七
郎
兵

衛
方
日
本
歳
時
記
・構
申
・付
、
右
相
合
に
七
郎
兵
衛
相
加
へ六
人
相
板
・成
、
出

入
相
済
申
候
。

六

杜
律
音
注

井
筒
屋
六
兵
衛
舞
弐
人
相
板
・出
来
致
、
西
村
市
郎
右
衛
門
板
と
又
井
上

・
藤

田
相
合
之
板
、
右
両
板
二
差
構
、
惣
杜
律
板
元
相
合

一成
、
出
入
相
済
申
候
。

七

西
方
要
決
首
書

上
村
次
郎
右
衛
門
板
行
被
致
、
戸
嶋
惣
兵
衛
方
略
注
・相
構
候
一・付
、
則
相
板
二

成
、
相
済
申
候
。

事
例
三
は
、
伊
勢
屋
が
出
し
た

『俗
解
襲
方
』
が

一
文
字
屋
の

『回
春
片
仮名
付』

の
重
板
と
見
な
さ
れ
、
出
入
り
に
な

っ
た
と

い
・プ
一
件
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
重

板
書

『聾
方
』
の

「板
木
半
分
」
を

一
文
字
屋

へ
渡
し
、
か

つ

「相
板
」
と
す
る

こ
と
で
決
着
を
し
て
い
る
。
板
木
を
分
割
所
有
し
て
お
け
ば
重
板
元
は
勝
手
に
出

版
は
出
来
な
い
わ
け
で
、
正
板
元
と
し
て
は
最
も
安
全
確
実
な
方
法
で
あ
る
。
こ

こ
に
は
引
用
し
な

い
が
、
元
禄
十
四
年
か
ら
十
五
年
に
か
け
て
の
条

に
見
え
る

『徒
然
集
説
』
も
こ
れ
と
同
じ
や
り
方
を
と
る
。
事
例

一
・
五

・
六

・
七
は
、
相

板
に
収
ま

っ
た
と
言
う
の
み
で
板
木
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
。
こ
こ
に
引
用
し
た

『済
帳
』

の
記
録
は
す
べ
て
同
じ
丁
に
収
ま
り
、
同

↓
人
物
の
手
に
よ

っ
て
書
か

れ
た
も
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
個
々
の
事
例
は
具
体
的
な
事
実
に
沿

っ
て
描
き
分

け
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
板
木
分
割
を
言
わ
な
い
の
は
そ
の
事
実
は
な
か
っ
た

と
見
て
よ
い
。
最
終
的
に
は
版
本
に
拠

っ
て
確
認
し
な
け
れ
ば
断
言
出
来
な
い
が
、

事
例

一
・
五

・
六

・
七
の
場
合
は
、
お
そ
ら
く
板
木
は
重
板
元
に
留
め
置
き
、
刊

記
に
正
板
元
の
名
前
も
入
れ
る
と
い
う
処
置
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様

の
記
録
が
見

え
る
例
と
し
て
、
次
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。
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享
保
十
五
年

同
十
九
～
二
十
年

元
文
三
年

寛
延
元
年

宝
暦
九
～
十
年

紅
櫨
反
唾
割

年
中
行
事
大
全

正
信
掲
随
意
抄
後
篇

妙
心
寺
章
付
俄
法

観
音
繊
図
解

事
例
二
は
板
木
を

「三
ツ
割
」
と
し
て
そ
の
三
分
の

一
を
正
板
元
に
渡
し
た
こ
と

の
み
を
言
い
、
相
板
に
つ
い
て
は
記
す
と
こ
ろ
が
な
い
。
こ
の
場
合
は
正
板
元
は
実

質
的
な
権
利
だ
け
を
確
保
し
、
摺
本
の
刊
記
に
は
名
前
を
出
さ
な
か

っ
た
も
の
と
見

え
る
。
同
様
の
例
と
し
て
は
、
元
禄
十
七
年
の
条
の

『
下
掛
小
半
切
謡
』
が
あ
る
。

事
例
四
は
、
や
は
り
板
木
は
分
割
せ
ず
、
か
つ
刊
記
に
も
名
前
を
入
れ
な
い
で
、
摺

本
の
み
を
提
供
さ
せ
る
や
り
方
で
、
元
禄
十
四
年
か
ら
十
五
年
に
か
け
て
の
条
に
出

る

『恩
重
経
絵
抄
』
も
同
様
の
例
で
あ
る
。
か
よ
う
に

一
口
に
相
板
と
は
言
っ
て
も

そ
の
様
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
最
も
多
い
の
が
板
木
は
重
板
元
に
留
め
置
き
、

摺
本
刊
記
に
正
板
元
の
名
前
を
入
れ
る
と

い
う
や
り
方
で
あ

っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
認

出
来
る
か
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
正
板
元
と
し
て
は
、
事
例
三
の
や
り
方
が
最
も
望
ま

し
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
可
能
な
の
も
両
者
が
同
じ
京
の
町
に
店
を
構
え
て
い

れ
ば
こ
そ
で
あ
る
。
重
板
事
件
が
江
戸

・
京
の
問
に
わ
た
る
と
な
れ
ば
、
自
ず
と
方

法
は
限
ら
れ
て
く
る
。
次
に
、
江
戸
の

『割
印
帳
』
の
記
録
に
あ
た

っ
て
見
よ
う
。

宝
暦
二
年
三
月
二
十
四
日
の
条
に
次
の
記
録
が
あ
る
。

同

く宝
暦
)
元
年
神
無
月

誹

譜

家

譜

墨
付
八
十
九
丁

作
者
丈
石

全
二
冊

板
元

京
野
田
藤
八

売
出
し

西
村
源
六

右
之
書
、
当
地
西
村
源
六
殿
綾
錦
・差
構
候
処
、
京
都
板
元
と
相
対
候
上
、

則
西
村
源
六
殿
相
板
・加
り
相
対
済
、
其
上
奥
書
二名
前
入
候
付
、
割
印
遣
・。

京
の
野
田
藤
八
が
出
し
た

「誹
譜
家
譜
』
が
、
江
戸
西
村
源
六
刊

『綾
錦
』
の

重
板
と
見
な
さ
れ
、
「家
譜
』
を
相
板
と
し
、
刊
記
に
西
村
源
六
の
名
前
を
入
れ

る
こ
と
で
落
着
し
た

一
件
で
あ
る
。
『誹
譜
家
譜
』

の
刊
記
に
、
京
の
野
田
藤

八

・
金
屋
三
郎
兵
衛

・
大
坂
の
梁
瀬
伝
兵
衛
と
並
ん
で
江
戸
の
西
村
源
六
の
名
前

が
出
る
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ

っ
た
。
な
お
、
明
和
八
年
十

一
月
の
条
に
は
、
江

戸
の
須
原
屋
市
兵
衛
が
出
し
た

『卓
被
会
席
趣
向
帳
』
と

「京
都
西
村
市
郎
右
衛

門
所
持
之
料
理
本
」
を
め
ぐ

っ
て
出
入
り
が
あ
り
、
「趣
向
帳
』
の

「奥
書
」
に

「市
郎
右
衛
門
名
前
相
加

へ
」
て

「内
済
」
し
た
こ
と
を
記
す
。
ま
た
安
永
二
年

三
月
の
条
に
は
、
江
戸
須
原
屋
茂
兵
衛
刊

『料
理
伊
呂
波
包
丁
』
を
め
ぐ

っ
て
同

様
の

一
件
あ
り
、
「京
都
西
村
市
郎
右
衛
門
名
前
彫
入
」

て
落
着
し
た
と
い
う
記

録
も
あ
る
。
『割
印
帳
』
の
三
例
は
、
板
木
の
あ
り
か
に
つ
い
て
記
す
と
こ
ろ
が

な

い
。
が
、
江
戸
と
京
に
板
木
を
分
割
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
「済
帳
』
に
最

も
多
く
見
ら
れ
た
例
に
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
重
板
事
件
が
京

・
江
戸
間
に
わ
た

る
場
合
、
重
板

の
板
木
は
重
板
元
に
留
め
置
き
、
相
板
に
し
て
正
板
元
の
名
前
を

刊
記
に
入
れ
る
と
い
う
や
り
方
が
と
ら
れ
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
も
う

一
度

『済
帳
』
安
永
三
年

の
小
本
七
部
集

の
記
録
を
読
み
直
し
て

み
る
と
、
こ
れ
は
板
木
と
摺
本
を
没
収
す
る
と

い
う
こ
と
で
話
が
ま
と
ま

っ
た
と

言

っ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
板
木

・
摺
本
が
京
の
板
元
に
届

い
た
と

い
う
記
述
で

は
な
い
こ
と
に
気
付
く
。
江
戸
で
富
田
に
よ

っ
て
仕
立
て
ら
れ
た
小
本
七
部
集
は
、
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最
初
は
原
則
通
り
に
板
木

・
摺
本
没

収
と
い
う
こ
と
で
話
が
ま
と
ま
り
か
け
た

が
、
調
整
を
経
た
上
で
慣
例
に
従

い
正
板
元
と
の
相
版
と
な

っ
た
と
見
る
べ
き
で

あ
る
。
江
戸
の

『割
印
帳
』
に
板
元
を
京

の
井
筒
屋
と
し
、
売
出
し
を
山
崎
と
し

て
小
本
七
部
集
が
出
て
く
る
の
は
安
永

四
年
九
月
廿
七
日
の
こ
と
。
七
部
集

の
刊

記

「安
永
三
年
十

一
月
」
よ
り
約

一
年

遅
れ
て
い
る
こ
と
は
先
に
触
れ
た
が
、
こ

の

一
年
ほ
ど
は
相
板
と
し
て
落
ち
着

く
ま

で
の
調
整
期
間
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ

る
。次

に
、
富
田
新
兵
衛
は
そ
も
そ
も
ど
う

い
う

つ
も
り
で
小
本
七
部
集
の
出
版
を

思

い
立

っ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
次
稿
で
取
り
あ
げ
る

予
定
の
文
化
再
刻
版
の
重
板
A

・
C
な
ど
は
、
文
化
版
の
版
本
を
用

い
て
被
彫
り

を
し
、
か
つ
極
力
手
間
を
省
い
た
こ
と

が
明
白
な
、
い
わ
ば
儲
け
の
み
を
意
図
し

た
典
型
的
な
重
板
で
あ
る
。
が
、
安
永
版
は
結
果
的
に
重
板
に
な

っ
た
と
は
い
え
、

そ
れ
ら
と
は
少
し
様
子
が
異
な
る
。
先

に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
富
田
は
南
畝
の
周

辺
に
あ

っ
て
洒
落
本
な
ど
の
出
版
な
ど
を
引
き
受
け
て
い
た
人
物
で
、
書
林
仲
間

に
も
加
わ
っ
て
い
な
い
。
長
澤
氏
は

「本
格
的
な
出
版
業
を
目
指
し
て
い
た
と
見

て
不
自
然
で
は
な
い
」
と
さ
れ
る
が
、
氏

の
意
見
は
小
本
七
部
集
を

「既
存
書
蝉

と
提
携
し
て
」
出
し
た
と
い
う
前
提

に
立
た
れ
た
も

の
で
、
そ
の
前
提
が
崩
れ
れ

ば
自
ず
と
話
は
違

っ
て
来
る
。
富
田
新
兵
衛
が
、
醸
麟
の
角
、
実
は
さ

つ
ま
い
も

と

い
っ
た
珍
妙
な
見
立
て
に
興
を
遣
る
会
を
島
田
左
内
を
扶
け
て
催
し
、
洒
落
た

更
紗
表
紙
仕
立
て
で

『た
か
ら
合
の
記
』
と
題
し
て
出
版
し
た
の
は
、
小
本
七
部

集
を
編
集
し
た

の
と
同
じ
安
永
三
年

の
こ
と
で
あ

っ
た
。
彼
に
と

っ
て
両
書
の
編

集
が
何
ら
違
和
感
な
く
結
び
付
い
て
い
る
こ
と
は
、
注
意
し
て
よ
か
ろ
う
。
そ
の

後
も
、
『
甲
駅
新
話
』
出
版
に
際
し
て
は
そ
の
書
名
を
も
じ

っ
て

「新
甲
館
」
と

称
し
、
『
評
判
茶
臼
芸
』
で
は

「湯
銭
入
文
字
屋

(ゆ
せ
ん
は
ち
も
ん
じ
ゃ
)」
と
、

ま
た

『名
と
り
酒
』
で
は

「
川
口
阿
晒
房

(か
わ
ぐ
ち
あ
め
ん
ぼ
う
)」
と
洒
落

の
め
し
て
、
こ
じ
つ
け

・
も
じ
り
を
作
者

・
読
者
と
共
に
楽
し
む
姿
勢
に
変
わ
り

は
な

い
。
そ
れ
は
富
田
に
と

っ
て
、
本
を
こ
し
ら
え
る
こ
と
が
道
楽
半
分
の
仕
業

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
よ
う
。
小
本
七
部
集
の
こ
と
を
御
存
知
な
い
ま
ま
、

「富
田
屋
は
、
お
そ
ら
く
板
元
と
し
て
の
営
業
を
主
と
す
る
者
で
は
あ
る
ま

い
。

一
過
性
の
企
画
、
狂
歌
師
仲
間
な
ど
の
近
し
い
人
間
の
戯
れ
に
時
に
手
を
貸
し
て
、

板
を
読
え
る
類
の
仕
事
が
せ

い
ぜ
い
で
あ

っ
た
ろ
う
」

(『蔦
屋
重
三
郎
』)
と
さ

れ
た
鈴
木
俊
幸
氏
の
説
の
方
が
む
し
ろ
的
を
射
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
小
本
七
部

集
の
編
集
は
、
江
戸
で
の
俳
譜
熱
の
た
か
ま
り
を
受
け
て
、
富
田
が
ふ
と
思
い
つ

い
た
と

い
う
あ
た
り
が
実
状
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
彼

の
近
く
に
は
菅
江
の
よ

う
な
俳
譜
好
き
が
い
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
更
に
言
え
ば
、
板
下
と
し
て
は

い

か
に
も
整
わ
な
い
南
畝
の
清
書
ぶ
り
、
そ
れ
に
商
品
と
し
て
は
無
駄
と
し
か
思
わ

れ
な
い
各
集
冒
頭
部
の
余
白

の
こ
と
な
ど
を
考
え
併
せ
る
と
、
富
田
が
南
畝
に
清

書
を
依
頼
し
た
段
階
で
は
出
版
の
意
図
は
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
さ
え
思
わ

れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
富
田
に
は
七
部
集
の
重
板
を
こ
し
ら
え
て
儲
け
よ
う
と

い
う
悪
意
は
さ
ら
さ
ら
な
か

っ
た
と
見
て
よ
い
。
序

・
祓
を
記
し
た
保
己

一
と
南

畝
が
後
の

『七
部
大
鑑
』
に
揃

っ
て
序
文
を
寄
せ
、
全
く
悪
び
れ
る
と
こ
ろ
が
な

い
こ
と
も
そ
れ
を
灰
め
か
す
か
の
如
く
で
あ
る
。
が
、
富
田
が
ふ
と
思
い
つ
い
て

仲
間
う
ち
に
配
る
ぐ
ら
い
の
つ
も
り
で
こ
し
ら
え
た
小
本
七
部
集
は
、
本
屋
仲
間

の
常
識
か
ら
言
え
ば
、
重
板
以
外

の
何
物
で
も
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
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で
は
、
江
戸
で
小
本
七
部
集
が
出

て
い
る
こ
と
を
見
付
け
、
京
の
板
元
に
知
ら

せ
た
の
は
誰
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

一
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
、
西
村
市
郎
右
衛

門
の
線
で
あ
る
。
小
本
七
部
集
の

一
件
が
記
録
さ
れ
る

『済
帳
』
安
永
三
年

の
条

の
前
後
に
、
吉
文
字
屋
次
郎
兵
衛
こ
と
春
秋
堂
が
出
し
た
重
板

『春
の
日
』
を
め

ぐ

っ
て
、
正
板
元
の
西
村
市
郎
右
衛

門
と
出
入
り
が
あ

っ
た
こ
と
が
四
箇
所
に
わ

た

っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
件
は
最
終
的
に
、
安
永
四
年
五
月
か
ら
九
月
迄
の

間
に

「誹
譜
春
の
日

江
戸

・
京
両
板
共
、
滞
り
無
く
売
買
通
用
の
事
」
と
し
て

決
着
を
見
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
や
り
と
り
の
間
に
小
本
七
部
集
が
網
に
か
か

っ

て
来
た
と

い
う

こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
場
合
、
前
引
の
明
和
八
年

『卓
祇
会
席
趣
向
帳
』
及
び
安
永
二
年

『料
理
伊
呂
波
包
丁
』
の
重
板
処
理
に
際

し
て
、
「西
村
源
六
よ
り
申
し
出
で
ら

れ
候
」
「西
村
源
六
対
談
を
以

っ
て
」
と
、

西
村
源
六
が
御
当
地
江
戸
の
重
板
元
と
西
村
市
郎
右
衛
門
と
の
調
整
役
を

つ
と
め

て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
『
春
の
日
』

・
小
本
七
部
集
と
も
源
六
か
ら
市
郎
右
衛

門

へ
と
い
う
経
路
が
想
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

も
う

一
つ
の
可
能
性
は
山
崎
金
兵
衛
で
あ
る
。
『京
阪
書
籍
商
史
』
に
は
、
安

永

三
年
三
月
に
、
山
崎
金
兵
衛
は
仙
台
表
柳
川
屋
庄
兵
衛
が

『
女
大
学
宝
箱
』

(大
坂
柏
原
屋
清
右
衛
門
板
)
と

『早
引
節
用
集
』
(大
坂
柏
原
屋
与
左
衛
門
板
)

の
重
板
を
出
し
た
こ
と
を

い
ち
早
く
見
各
め
、
大
坂

の
両
書
蝉
が

「私
、
数
年
来

商
売
仕
入
店
」
で
あ
る
故
を
も

っ
て
、
「両
人
に
成
代
り
」
仙
台
藩
江
戸
屋
敷
留

守
居
役
馬
淵
小
右
衛
門
に
か
け
あ
い
、
わ
ず
か
三
ヶ
月
ほ
ど
の
間
に
重
板
の
板
木

破
棄

・
摺
本
没
収

の
処
置
を
と
ら
せ
た
旨

の
文
書
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
宝
暦
七

年
以
来
二
十
年
近
く
数
多
く
の
上
方
も
の
の
売
出
し
を
任
さ
れ
て
来
た
江
戸
の
本

屋
と
し
て
は
当
然
の
対
応
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
例
は
そ
の
ま
ま
小
本
七
部
集
に
置

き
換
え
て
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
。
小
本
七
部
集
に
富
田
新
兵
衛
と
並
ん
で
名
前

が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
江
戸
で
の
売
り
出
し
を
任
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
考
え
併

せ
る
と
、
富
田
が
こ
し
ら
え
た
小
本
七
部
集
を
見
者
め
て
京
の
板
元
に
知
ら
せ
、

調
整
を
買

っ
て
出

て
相
板
に
収
め
た
の
は
山
崎
金
兵
衛
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高

い
。以

上
要
約
す
れ
ば
、
安
永
版
小
本
七
部
集
は
江
戸
で
富
田
に
よ

っ
て
仕
立
て
ら

れ
重
板
と
し
て
京
板
元
と
の
間
で
出
入
り
に
及
ん
だ
が
、
山
崎
が
調
整
に
入

っ
て

相
板
と
な
り
、
正
板
元
で
あ
る
井
筒
屋
と
西
村
そ
れ
に
橘
屋
の
名
を
入
れ
て
出
版

さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
板
木
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う

に

江
戸
に
留
め
置
か
れ
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
、
お
そ
ら
く
は
出
版

・
販
売
に
手
馴

れ
て
い
た
山
崎
あ
た
り
が
印
刷
を
受
け
持
ち
、
摺
本
は
何
ら
か
の
約
定
に
従

っ
て

京
の
板
元
へ
も
送
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

「売
買
通
用
」
と
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
先
に
見
た
安
永
版
の
二
次
に
わ
た
る
入
木
修
正
は
、
江
戸
の
重
板
一兀

に
は
そ
の
必
然
は
無
く
、
京
の
板
元
の
指
示
に
よ
っ
て
江
戸
の
富
田
か
山
崎
の
所

で
行
な
わ
れ
た
と
見
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

文
化
五
年
再
刻
京
三
軒
版

概

略

安
永
三
年
に
仕
立
て
ら
れ
た
小
本
七
部
集
は
、
そ
の
後
三
十
年
余
に
わ
た

っ
て

出
版
が
続
け
ら
れ
た
。
江
戸
の
町
の
片
隅
で
富
田
新
兵
衛
の
思
い
つ
き
か
ら
生
ま
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れ
た
こ
の
書
は
、
小
本
二
冊
と
い
う
手
軽
さ
も
あ

っ
て
、
寛
政
五
年
の
芭
蕉
百
回

忌
を
頂
点
と
す
る
芭
蕉
賛
仰
熱
に
支
え
ら
れ
大
当
り
商
品
と
な

っ
た
こ
と
は
容
易

に
想
像
出
来
る
。
そ
れ
は
富
田
は
も
と
よ
り
、
京
の
正
板
元
で
さ
え
予
想
し
得
な

か

つ
た
こ
と
に
違

い
な
い
。
そ
の
安
永
版
小
本
に
は
不
思
議
な
こ
と
に
重
板
ら
し

き
も
の
が
見
当
た
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
結
果
的
に
江
戸
京
五
軒
相
板
と
な

っ
た
こ

と
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
睨
み
が
き

い
た
か
ら
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
小

本
七
部
集
が
文
化
五
年
頃
に
再
刻
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
再
刻
の
理
由
は
板
権

の
移
動
と
、
図
版
19
に
示
す
よ
う
に
判
読
に
た
え
な
い
ほ
ど
板
面
が
傷
ん
で
し
ま

っ
た
こ
と
に
よ
る
。
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
場
合
、
元
禄
版

・
寛
政
版
と
も
そ
れ

ぞ
れ
九
十
年
近
く
同

一
の
板
木
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
安
永
版
小

本
の
三
十
余
年
と

い
う

の
は
い
か
に
も
短

い
。
そ
れ
に
は

『お
く
の
ほ
そ
道
』
と

は
比
較
に
な
ら
ぬ
程
板
木

の
使
用
頻
度
が
高
か
っ
た
と
い
う
事
情
も
想
像
さ
れ
る

が
、
も
と
も
と
手
馴
れ
た
本
屋
に
よ

っ
て
仕
立
て
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
と

い
う
要
因
が
大
き

い
よ
う

に
思
わ
れ

る
。
文
化
再
刻
版
の
板
木
は
橘
屋
の
工
房
で

作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
ち
ら
は
五
十
年
以
上
の
使
用
に
耐
え
て
い
る
と

い
う
事
実
も
そ
の
推
測
を
裏
付
け
る
。

で
は
、
後
刷
本
に
よ

っ
て
文
化
五
年
再
刻
版
の
概
略
を
示
そ
う
。
図
版
10
が
表

紙
で
、
安
永
版
と
同
じ
布
目
地
の
浅
葱
色
系
の
も

の
を
使
う
が
、
色
あ

い
は
安
永

版
よ
り
は
明
る
い
。
図
版

11
が
序
文
。
図
版
12
が

「春
の
日
』
の
冒
頭
部
。
図
版

13
が
践
文
裏
。
図
版
14
が
巻
末
の
蔵
板
目
録

・
刊
記
で
あ
る
。
目
録
に
は
冒
頭
に

「
俳
譜
書
籍
目
録

譜
仙
堂
蔵
板
」
と
し
て
、
半
紙
本

『誹
譜
七
部
集
』
以
下
十

七
点
の
書
物
を
並
べ
、
奥
に

安
永
三
年
甲
午
十

一
月
発
刻

文
化
五
年
戊
辰
十

一
月
再
刻

野
田

治
兵
衛

皇
都
書
舗

浦
井
徳
右
衛
門

筒
井

庄
兵
衛

と
刊
記
を
入
れ
る
。
ち
な
み
に
、
蔵
板
主
で
あ
る
詣
仙
堂
は
浦
井
徳
右
衛
門
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
目
録

一
行
目
下
部
に
見
え
る
の
は

「譜
仙
堂
」
の
朱
印
で
、
こ

の
文
化
再
刻
版
に
は
こ
れ
を
捺
印
し
た
本
が
多

い
。
同

一
の
印
文
の
朱
印
は
、
後

の
弘
化
四
年
に
や
は
り
譜
仙
堂
か
ら
出
版
さ
れ
た
横
本

『誹
譜
七
部
集
』
の
刊
記

部
に
も
認
め
ら
れ
、
そ
の
本
の
見
返
し
に
入
れ
た
板
元
の
口
上
書
に

「近
頃
、
七

部
集
小
本
粉
敷
偽
板
流
布
」
し
て
い
る
の
で

「奥
書

・
朱
印
等
得
と
御
改
め
の
上
、

御
求
め
下
さ
る
べ
く
候
」
と
言
う
。
文
化
版
の
朱
印
も
同
趣
旨
に
よ
る
も
の
と
思

わ
れ
、
文
化
版
の
発
刊
後
続
出
す
る
重
板
に
頭
を
痛
め
た
譜
仙
堂
が
、
正
板
の
証

と
し
て
捺
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
図
版
12
の
下
部
に
見
え
る
の
は
蔵

書
印
で
、
も
と
か
ら
あ

っ
た
も
の
で
は
な

い
。
以
上
の
図
版
か
ら
ほ
ぼ
お
わ
か
り

い
た
だ
け
る
と
思
う
が
、
文
化
版
は
巻
末
に
目
録
を

一
丁
添
え
た
以
外
は
安
永
版

の
版
式
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
先
に
あ
げ
た
図
版
7
か
ら
も
明

ら
か
な
よ
う
に
、
板
下
は
す
べ
て
新
た
に
整
え
ら
れ
て
い
る
。
管
見
に
入

っ
た
文

化
再
刻
版
を
次
の
表
3
に
あ
げ
よ
う
。

こ
の
う
ち
、
*
印
を
付
し
た
も
の
に
は
譜
仙
堂
の
朱
印
が
あ
る
。
家
蔵
本
③
以

下
は
全

て
後
刷
本
で
、
初
版
本
は
芭
蕉
本
③
と
上
巻
の
み
の
零
本
で
あ
る
家
蔵
本

⑤

の
二
点
に
留
ま
る
。
収
録
順
は

「
ハ
フ
ピ
サ
ソ

・
ス
ア
イ
」
型
と

「
ハ
フ
ヒ
ス
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サ

・
ソ
ア
イ
」
型
に
分
け
ら

れ
る
が
、
初
版
本
で
あ
る
芭

蕉
本
③
に
倣
え
ば
、
前
者

の

型
の
も
の
が
早
く
出
た
と
見

て
よ
い
。
芭
蕉
本
③
は
後
補

題
籏
、
よ

っ
て
表
紙
は
省
き
、

図
版

15

・
16
に
蹟
文
裏
と
目

録

・
刊
記
を
示
す
。
初
版

・

後
刷
と
も
序

・
本
文

の
板
木

は
同
じ
で
あ
る
が
、
図
版

13

と
15
、
14
と
16
を
見
較
べ
て

見
れ
ば
わ
か
る
よ
う

に
、
後

刷
本

で
は
践
文

の
板
木
が
改

ま
り
、
蔵
板
目
録
も
六
占
…の

麹

書
籍
を
追
加
し
て
全
体
を
彫

り
直
し
て
あ
る
。

『
蕪
村
七
部
集
』
が
見
え
る
の
で
、

と
に
な
る
。
な
お
、

芭
蕉
本
③

家
蔵
本
⑤

*
家
蔵
本
③

*
家
蔵
本
⑥

*
綿
屋
本
㎜
・
-

家
蔵
本
④

加
藤
本
⑤

*
家
蔵
本
⑧

*
家
蔵
本
①

*
家
蔵
本
②

*
芭
蕉
本
④

芭
蕉
本
⑤

芭
蕉
本
⑥

雲
英
本
⑳

雲
英
本
⑦

加
藤
本
⑥

上

巻

ハ
フ

ピ

サ

ソ

バ
フ

ヒ
サ

ソ

バ
フ

ピ

サ

ソ

バ
フ

ピ

サ

ソ

バ
フ

ピ

サ

ソ

バ
フ

ヒ

サ

ソ

バ
フ

ヒ

サ

ソ

欠

ハ
フ

ヒ

ス

サ

ハ
フ

ヒ

ス

サ

ハ
フ

ヒ

ス

サ

ハ
フ

ヒ

ス

サ

ハ
フ

ヒ

ス

サ

ハ
フ

ヒ

ス

サ

欠欠

下
巻

ス

ア
イ

欠
ス

ア
イ

ス

ア
イ

ス

ア
イ

欠欠
ス

ア

イ

ソ

ア

イ

ソ

ア
イ

ソ

ア

イ

ソ

ア

イ

ソ

ア

イ

欠
ソ

ア

イ

ソ

ア

イ

追
加
さ
れ
た
六
点

の
中
に
、
文
化
六
年
正
月
の
刊
記
を
持

つ

後

刷
本
が
出
た
の
は
そ
れ
よ
り
後
と

い
う
こ

本
文
を
対
校
し

て
み
る
と
、
後
刷
本
で
は
誤
字
を
正
す
と

い

う
意
識
で
ほ
ぼ
四
百
箇
所
に
わ
た

っ
て
入
木
修
正
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
詳

細
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

こ
の
文
化
再
刻
版
に
関
連
し
て
、
次
の
よ
う
な
本
が
あ
る
こ
と
に
も
触
れ
て
お

か
ね
ば
な
ら
な

い
。
表
紙
は
省
略
す
る
が
、
図
版

π
が
践
文
裏
、
図
版
18
が
蔵
板

目
録

・
刊

記

で
あ

る

。

の

み
。

こ
の
本
は
伝
本
少
な
く
、
管
見
に
入

っ
た
の
は
次
の
四
点

上
巻

家
蔵
本
①

ハ
フ
ピ
サ
ソ

綿
屋
本
㎜

・
認

ハ
フ
ピ
サ
ソ

家
蔵
本
②

欠

雲
英
本
⑥

欠

調
べ
て
み
る
と
、

ほ
ぼ
最
終
版
と
お
ぼ
し
く
、

六
丁
表
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

下
巻

ス
ア
イ

ス
ア
イ

ス
ア
イ

ス
ア
イ

序

・
本
文

・
践
文
と
も
す
べ
て
安
永
版
と
同
板
で
あ
る
が
、

図
版
17
の
践
文
及
び
図
版
19
に
あ
げ
た

『炭
俵
』
十

板
木
の
磨
耗
が
激
し
く
判
読
が
不
可
能
な
ほ
ど

で
あ
る
。
そ
れ
に
較
べ
て
蔵
板
目
録

一
丁
は
極
め
て
鮮
明
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
そ

の
は
ず
、
こ
れ
は
文
化
再
刻
版
の
初
版
に
添
え
ら
れ
た
目
録
と
同

一
の
板
木
に
よ

っ
て
摺
ら
れ
た
も
の
。
た
だ
、
刊
記
部
分
の

「文
化
五
年
戊
辰
十

一
月
再
刻
」
の

一
行
が
こ
ち
ら
に
は
な

い
。
が
、
良
ぐ
見
て
み
る
と
、

一
行
目
の

「安
永
三
年
甲

午
十

一
月
発
刻
」
の
左
側
に
点
々
と
見
え
る
彫
り
残
し
の
よ
う
な
汚
れ
は
、
印
刷

を
す
る
時
に
板
木
の

「文
化
五
年
」

の
行
に
紙
か
何
か
を
あ
て
て
写
ら
な
い
よ
う

に
し
た
も
の
の
、
隠
し
切
れ
ず
に
は
み
出
し
た
部
分
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
念

の
た
め
に
、
両
書
の
該
当
部
分
を
並
べ
て
図
版
20
に
原
寸
で
あ
げ
て
お
く
。
つ
ま

り
、
こ
の
安
永
三
年
京
三
軒
版
と
で
も
称
す
べ
き

一
本
は
、
既
に
文
化
五
年
再
刻

版
の
初
版
が
出
来
上
が

っ
た
あ
と
で
、
傷
み
の
激
し
い
安
永
版
の
板
木
を
わ
ざ
わ

ざ
引
う
張
り
出
し
て
来
て
印
刷
し
、
再
刻
版
初
版
の
目
録

一
丁
を
添
え
て
仕
立
て

た
と

い
う

こ
と

に
な
る
。
「文
化
五
年
再
刻
」

の

一
行
を
隠
し
た
の
は
、
序

・
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図17賊 文裏(家 蔵本①)
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践

・
本
文
が
安
永
版
の
板
木
を
使
用
し

て
い
る
の
だ
か
ら
、

一
応
理
屈
は
あ

っ
て

い
る
。
が
、
既
に
文
化
五
年
再
刻
版
が
出
来
上
が

っ
て
い
る
の
に
、
商
品
価
値
を

失

っ
て
い
る
安
永
版
を
何
故
同
時
販
売
す
る
必
要
が
あ

っ
た
の
か
と
い
う
点
に
疑

問
が
残
る
。
こ
れ
も
ま
た
板
権
に
絡
む
問
題
が
背
後
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ

の
点
に
つ
い
て
は
ま
た
後
に
述

べ
る

こ
と
に
し
よ
う
。
な
お
、
加
藤
定
彦
氏
は

「七
部
集
の
書
誌
」
で
安
永
版
小
本
七
部
集
に
覆
刻
版
が
あ
る
と
し
て
お
ら
れ
る

が
、
こ
の
本
を
見
誤
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

板

権

移

動

さ
て
、
文
化
再
刻
版
出
版
に
は
板
権

の
移
動
と

い
う
問
題
が
複
雑
に
絡
ん
で
い

る
。
そ
の
最
大
の
要
点
は
、
芭
蕉
関
係

の
主
要
な
書
物
に
つ
い
て
井
筒
屋
が
持

っ

て
い
た
分
の
板
権
が
譜
仙
堂
こ
と
浦
井
徳
右
衛
門
に
移

っ
た
こ
と
で
、
小
本
七
部

集
再
刻
の
問
題
も
そ
の
流
れ
の
中
で
考
え
ね
ば
な
ら
な

い
。
が
、
そ
の
前
に
安
永

版
の
相
板
元
と
の
関
係
を
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
文
化
再
刻
版
に
は
安
永

版
の
相
板
元
で
あ

っ
た
西
村

・
富
田

・
山
崎
の
名
前
が
見
え
な
い
が
、
こ
れ
は
自

然
消
滅
的
な
色
彩
が
濃

い
。
西
村
市
郎
右
衛
門
は
天
明
五
年
頃
に
出
版
活
動
に
終

止
符
を
打

っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
江
戸

の
富
田
新
兵
衛
は
享
和
三
年
に
没
し
て
い

る
こ
と
は
先
に
触
れ
た
。
も
う

一
人

の
山
崎
金
兵
衛
は
、
『
割
印
帳
」
の
文
化
四

年
六
月
二
十
五
日
の
条
に
大
坂
柏
原
屋
清
右
衛
町
板

『女
大
学
宝
箱
」
の
売
出
し

と
し
て
名
前
が
出
る
の
を
最
後
と
し

て
消
息
を
絶

つ
。
ご
く
単
純
に
考
え
れ
ば
、

こ
の
三
人
は
文
化
五
年

の
段
階
で
小
本
七
部
集
と

い
う
利
権

の
圏
外

に
あ

っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
文
化
再
刻
版
に
名
前
が
見
え
な

い
の
は
不
思
議
で
は
な

い
。

次
に
、
井
筒
屋
か
ら
浦
井

へ
の
板
権
移
動
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
図
版
16
の

文
化
再
刻
版
初
版
本
の
目
録
に
よ
れ
ば
、
浦
井
は
少
な
く
と
も
文
化
五
年
十

一
月

に
は

『俳
譜
七
部
集
』
『お
く

の
ほ
そ
道
」
な
ど
芭
蕉
関
係
の
主
要
な
書
物
の
板

木
を

「蔵
板
」
と
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
七
部
集
の
板
権
を
手
に
し
た

の
は
も
う
少
し
早
か

っ
た
欲
う
で
あ
る
。
そ
の
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、
こ
の
泪

録
に
も
出
る

『俳
譜
て
に
は
抄
』
で
あ
る
。
こ
の
書
は
有
国
、

つ
ま
り
浦
井
の
著

書
で
、
半
紙
本
六
冊
の
大
冊
。
内
容
は
目
録

の
広
告
文
に
言
う
如
く
、
「
七
部
集

の
句

々
の
て
に
は
を
部
類
し
、
其
て
に
は
の
義
を
く
は
し
く
注
」
し
た
も
の
で
あ

る
。
文
化
三
年
十
月
の
皆
川
漠
園
の
序
文
、
同
年
夏
の
有
国
の
凡
例
を
備
え
、
刊

記
は
図
版
21
の
通
り
。
刊
記
部
冒
頭
に

「南
台
蔵
梓
」
と
あ
る
が
、
複
製
本

『眺

望
集
』
の
中
野
荘
次
氏
の
解
説
に
よ
れ
ば

「南
台
」
は
有
国
の
号
で
あ
る
。
こ
の

『
て
に
は
抄
』
は
七
部
集
の
中
か
ら
発
句

・
連
句
の
付
句
を
合
せ
て
、
の
べ
で
千

入
百
句
ほ
ど
を
引
用
し
て
い
る
。
七
部
集
の
総
句
数
は
三
千
四
百
八
十
二
句
で
あ

る
か
ら
、
引
用
句
は
約
半
分
に
及
ぶ
。
こ
れ
は
出
版
物
の
常
識
か
ら
言
え
ば
、
重

板

・
類
板

の
誘
り
は
ま
ぬ
が
れ
な

い
と
こ
ろ
。
し
か
し
、
浦
井
は
こ
の
書
が
蔵
板

で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
て
偲
ら
な
い
。
更
に
注
目
す
べ
き
は
、
安
永
版
小
本

・
寛

政
再
刻
半
紙
本
七
部
集
に
深
く
関
わ

っ
て
い
た
野
田
治
兵
衛
と
、
寛
政
再
刻
七
部

集
に

一
枚
か
ん
で
い
た
中
川
藤
四
郎
の
名
前
が
刊
記
部
に
出

て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
浦
井
が
七
部
集
を
あ
る
程
度
好
き
な
よ
う
に
扱
う
こ
と

を
橘
屋
ら
が
認
め
て
い
た
こ
と
、

つ
ま
り

『て
に
は
抄
』
編
集
時
に
七
部
集
の
主

た
る
板
権
は
既
に
浦
井
の
手

に
移

っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
浦
井

が
手
に
入
れ
た
板
権
は
こ
の
刊
記
部
に
名
前
を
見
せ
な
い
井
筒
屋
の
も
の
で
あ

っ
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衛
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喜

底
衛

野

田

士
廉
衛

た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
井
筒
屋
が
文
化
五
年
再
刻
の
小
本
七
部
集
以

降
出
版
活
動
を
行
な

っ
て
い
な
い
こ
と
は
従
来
指
摘
さ
れ
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
文
化
版
七
部
集

に
も
井
筒
屋
は
実
質
的
に
関
わ

っ
て
い
な
か

っ
た
ら
し
い
。
『京
阪
書
籍
商
史
」
に
次

の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

文
化
六
年
八
月
、
京
都
行
司
小
川
多
左
衛
門
、
銭
屋
惣
兵
衛
が
下
阪
、
大
阪

行
司
に
面
接

の
上
、
大
阪
塩
屋
忠
兵
衛
が
出
板
し
た
西
国
俳
譜
七
部
集
は
、

マ

も

京
都
野
田
治
兵
衛
、
上
菱
屋
徳
右
衛
門
両
人
の
俳
譜
七
部
集
の
重
板
の
旨
交

渉
が
あ

っ
た
の
で
、
忠
兵
衛
を
召
換
し
て
糺
問
し
た
所
、
無
免
許

の
書
で
あ

る
こ
と
も
露
顕
し
た
の
で
、
絶
板

を
申
渡
し
た
。

r俳譜てには抄』刊記図21

 

げ
て

「譜
仙
堂
蔵
板
」
と
す
る
。
が
、

し
て
い
た
か
と

レ
う
と

に
な

っ
て
く
る
。

『華
実
年
浪
艸
』

伝
』
を
除
く
十
三
点
に
つ
い
て
、
簡
単
に
板
権
の
流
れ
を
整
理
し
て
み
る
こ
と
に

し
よ
う
。
こ
の
十
三
点
は
大
略
次
の
四
種
に
分
け
ら
れ
る
。
1
は
、
も
と
も
と
井

筒
屋
の
単
独
版
で
あ

っ
て
、
天
明
八
年
の
京
都
大
火
で
板
木
を
焼
失
し
た
あ
と
橘

屋
の
助
け
を
借
り
て
再
刻
さ
れ
、
井
筒
屋
か
ら
浦
井

へ
の
板
権
譲
渡
後
に
橘
屋

・

浦
井

・
井
筒
屋
三
軒
相
板
の
形
式

で
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
に
は

「芭
蕉
翁

著
者
蒔
田
氏
は
重
板
事
件
を
記
録
し
た
大
坂
書
林
仲
間
の
文
書
を

見
て
こ
れ
を
書
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
文
書
に
文
化
版
七
部

集

の
板
元
と
し
て
、
井
筒
屋
の
名
前
は
無
か

っ
た
の
で
あ
る
。
江
戸

の

『割
印
帳
」
文
化
六
年
十
二
月
二
十
四
日
の
条
に
、
文
化
再
刻
版

七
部
集
の
板
元
を
野
田
治
兵
衛
と
す
る
の
も
こ
れ
に
符
合
す
る
。
文

化
五
年
の
再
刻
を
待

つ
こ
と
な
く
、
井
筒
屋
は
自
分
が
持

っ
て
い
た

分
の
七
部
集
の
板
権
を
浦
井
に
譲
り
出
版
界
か
ら
身
を
引
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
時
期
は
、
『て
に
は
抄
』
の
凡
例
が
作
ら
れ
た
文

化
三
年
の
夏
以
前
に
湖
る
は
ず
で
、
「お
く
の
ほ
そ
道
」
な
ど
他
の

芭
蕉
関
係
の
板
権
も
、
そ
れ
と
相
前
後
し
て
浦
井
の
手
に
渡

っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
さ
て
、
こ
の
推
測
を
踏
ま
え
て
、
も
う

一
度
図
版

14
の
文
化
再
刻
版
小
本
七
部
集
の
後
刷
本
の
目
録
に
目
を
通
し
て
み

よ
う
。
こ
の
目
録
に
は
、
小
本
七
部
集
を
除
く
十
七
点
の
書
物
を
あ

こ
れ
ら
の
板
権
が

一
切
合
切
譜
仙
堂
に
属

、

、
そ
れ
は
疑
わ
し
く
、
橘
屋
の
板
権
と
の
見
分
け
が
必
要

そ
こ
で
、
『
て
に
は
抄
』
、
そ
れ
に
事
情

の
よ
く
わ
か
ら
な

い

『合
類
大
節
用
集
」
、
出
版
さ
れ
た
形
跡
の
な
い

「芭
蕉
翁
古
郷
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発
句
集
』
『奥

の
細
道
』
『笈

の
小
文
』

『枯
尾
花
』
が
あ
る
。
半
紙
本
七
部
集
も

こ
こ
に
含
め
て
考
え

て
よ
い
。
H
は
、
や
は
り
も
と
は
井
筒
屋
単
独
版
で
、
天
明

大
火
後
に
井
筒
屋
が
再
刻
し
、
板
権
譲
渡
後
に
橘
屋

・
浦
井

・
井
筒
屋
相
板
形
式

を
と
る

『葛
の
松
原
』
『続
五
論
』
『新
百
韻
』
で
あ
る
。
皿
は
、
天
明
大
火
前
後

に
井
筒
屋

・
橘
屋
が
新
し
く
編
集
し

て
出
版
し
た

『類
題
発
句
集
』
『新
類
題
発

句
集
』
「俳
譜
続
七
部
集
』
で
あ
る
。
W
は
、
小
本
七
部
集

の
便
乗
本
と
目
さ
れ

る

『
其
角
七
部
集
』
『蕪
村
七
部
集
』

で
、
こ
の
二
点
に
は
も
と
も
と
橘
屋
の
関

わ
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
板
権

の
流
れ
を
な
が
め
て
見
る
と
、
橘
屋
の

存
在
は
無
視
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
重

み
を
持

っ
て
い
る
。
井
筒
屋
の
板
権
が
浦

井
に
譲
渡
さ
れ
た
段
階
で
、
橘
屋
は

ー

・
皿

・
W
に
つ
い
て
は
か
な
り
の
部
分
の

板
権
を
留
保
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
も
と
も
と
板
権
に
関
わ

っ
た
形
跡
の

な

い
皿
に
つ
い
て
も
最
終
的
に
名
前
を
出
し
て
来
る
こ
と
、
そ
れ
に
橘
屋
を
主
板

元
と
し
て
成
立
し
た

『類
題
発
句
集
』
『新
類
題
発
句
集
』
に
浦
井

の
名
前
が
加

わ

っ
た
本
は
見
当
ら
な
い
こ
と
な
ど
も

、
橘
屋
の
立
場
が
決
し
て
弱
い
も
の
で
は

な
か
っ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
浦
井
徳
右
衛
門
は

「刀
剣
の
杷
等

に
使
用
す
る
組
紐

(纒
猴
)
商
浦
井

家
九
代
で
、
京
大
坂
江
戸
に
店
を
持

つ
巨
商

菱
屋
の
本
家
」

(『眺
望
集
』
解
説
)

で
、
『
て
に
は
抄
』
以
前
に
出
版
を
行
な

っ

た
形
跡
は
な
い
。
つ
ま
り
異
業
種
か
ら

の
新
規
参
入
者
な
の
で
あ

っ
て
、
芭
蕉
関

係
の
板
権
は
入
手
し
た
も
の
の
、
出
版
工
房

・
販
売
網
を
持

っ
て
い
た
と
は
思
わ

れ
な

い
。
そ
の
浦
井
に
代

っ
て
出
版

・
販
売
が
出
来
た
の
は
、
以
前
か
ら
の
板
権

の
絡
み
を
持
っ
橘
屋
以
外
に
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
文
化
再
刻
版
の
板
元
が
江
戸

『割
印
帳
』
に
橘
屋
と
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
先
に
触
れ
た
が
、

『
て
に
は
抄
』

の
板
元
も
彼
の
名
で
記
さ
れ
て
い
る

(た
だ
し

『割
印
帳
』
は

「野
田
次
郎
兵
衛
」

と
誤
る
)
こ
と
も
右
の
推
測
を
裏
付
け
る
。
安
永
版
か
ら
文
化
版

へ
、
そ
し
て
井

筒
屋
か
ら
浦
井

へ
と
板
権
が
め
ま
ぐ
る
し
く
動
く
中
で
、
橘
屋
は
板
権
を
留
保
し

か

つ
出
版

・
販
売
を
引
き
受
け
る
と

い
う
形
で
、
「
芭
蕉
」
と

い
う
利
権

の
圏
内

に
し

っ
か
り
と
踏
み
留
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
小
本
七
部
集
を
含
め
、
先
に
I
H
皿
と
し
て
分
類
し
た
本
に
出
版
界
か

ら
退
い
た
は
ず
の
井
筒
屋
が
橘
屋

・
浦
井
と
並
ん
で
出
る
の
は
何
故
か
。
そ
れ
は
、

『俳
譜
七
部
集
』
『奥
の
細
道
』
な
ど
が
井
筒
屋
の
商
標
と
し
て
人
々
の
問
に
定
着

し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
板
権
は
入
手
し
た
も
の
の
、
そ
れ
ら
を
商
品
と
し
て

滞
り
な
く
販
売
す
る
た
め
に
浦
井
も
橘
屋
も
、
井
筒
屋
の
看
板
は
外
せ
な
か

っ
た

の
で
あ
る
。

で
は
次
に
、
先
に
疑
問
と
し
て
残
し
た
安
永
三
年
京
三
軒
板
と
で
も
称
す
べ
き

一
本
に

つ
い
て
、
け
り
を

つ
け
て
お
こ
う
。
こ
れ
は
、
安
永
版
に
文
化
再
刻
初
版

の
目
録
を
添
え
た
形
式
の
本
で
あ

っ
た
。
安
永
版
の
板
木
は
江
戸
に
あ

っ
た
は
ず

で
、
文
化
五
年
当
時
に
こ
の
板
木
を
預

っ
て
い
た
可
能
性
の
あ
る
人
物
は
山
崎
金

兵
衛
し
か
あ
り
得
な
い
。
浦
井
が
井
筒
屋
か
ら
板
権
を
譲
り
受
け
た
の
が
文
化
三

年

の
夏
以
前
、
山
崎
が

『割
印
帳
』
か
ら
消
息
を
絶

つ
の
が
文
化
四
年
六
月
、
そ

し
て
再
刻
本
初
版
が
出
た
の
が
文
化
五
年
十

一
月
で
あ
る
。
も
し
か
し
て
山
崎
は

再
刻
本
初
版
時
ま
で
は
ま
だ
江
戸
の
出
版
界
に
あ

っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

そ
う
だ
と
す
る
と
、
彼
は
浦
井
が
井
筒
屋
か
ら
板
権
を
譲
り
受
け
た
あ
と
、
安
永

版

の
実
績
を
も

つ
て
い
く
ば
く
か
の
板
権
を
主
張
出
来
た
は
ず
で
あ
る
。
浦
井
と

橘
屋
は
安
永
版
の
傷
み
具
合
は
商
品
価
値
を
既
に
失
な

っ
て
い
る
見
て
、
板
権
入
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手
を
機
に
再
刻
を
思
い
立
つ
。

一
方
、
山
崎
は
手
許
に
あ
る
安
永
版
の
板
木
を
使

っ
て
の
販
売
を
主
張
す
る
。
安
永
版
が
商
品
価
値
を
保
持
出
来
る
期
間
は
ど
の
み

ち
そ
れ
ほ
ど
長
く
な
い
と
判
断
し
た
浦
井
と
橘
屋
は
、
再
刻
本
の
目
録
を
添
え
る

こ
と
を
条
件
に
そ
れ
を
許
し
た
と
考
え

る
と
、
こ
の
本
の
存
在
は
は
じ
め
て
理
解

出
来
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
が
、
そ
れ
も
ほ
ん
の

一
時

の
こ
と
。
や
が
て
江
戸
出

版
界
か
ら
山
崎
が
そ
の
姿
を
消
し
、
小
本
七
部
集
の
板
権
は
浦
井
と
橘
屋
に
よ
っ

て
ほ
ぼ
半
世
紀
に
わ
た
り
独
占
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
間
、
続
出
す
る
重

板
に
頭
を
痛
め
み
こ
と
も
度
々
で
あ

っ
た
が
、

一
方

で
小
本
七
部
集
を
は
じ
め
芭

蕉
関
係
の
主
要
な
書
物
の
板
権
を
独
占
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
得
ら
れ
た
利
益
は
莫

犬
な
も
の
で
あ

っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

文
化
五
年
京
江
戸
五
軒
版

管
見
に
入
っ
た
の
は
、
家
蔵
本
⑦

の

一
本

の
み
。
収
録
順
は

「
ハ
フ
ヒ
ス
サ

・

ソ
ア
イ
」
で
あ
る
。
上
下
と
も
題
籏
が
失
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、
表
紙
は
省
き
、

蔵
板
目
録

・
刊
記
の

一
丁
の
み
を
図
版

22
に
示
す
。
序

・
本
文

・
蹟
と
も
板
木
は

文
化
再
刻
版

の
そ
れ
に
同
じ
。
た
だ
し
欠
刻
等
が
目
立
ち
、
文
化
再
刻
版
よ
り
刷

り
は
後
に
な
る
。
蔵
板
目
録
も
文
化
再
刻
版
と
同

一
の
板
木
だ
が
、
丁
の
裏
三
行

目
下
段

「芭
蕉
翁
古
郷
伝
」
の
所
と
そ

れ
よ
り
後

の
刊
記
部
分
を
入
木
に
よ

っ
て

修
正
す
る
。
出
版
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
浦
井
が

「五

一
郎
」
の
名
前
で
出
る
と

こ
ろ
に
手
掛
か
り
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
『眺
望
集
』
解
説
に
は
、
浦
井
が

「五

一
郎
」
を
名
乗
る
よ
う
に
な

っ
た

の
は
天
保
十
年
以
後

の
こ
と
と
す
る
。
が
、

」

》

象

.

『

・

.

-

し

・

,

「

∵

塑璽

農い,

裾盤

藝
ド
.

ー1
.

劇

翫

伽

裾
七

.1

9、

醤

騎詫

,

聾壕

β

固
蔭

嘉薬

柄麟

魏
み

…
聖

.

瞳

・
●▼

.

一

・
ま蒙

"

嚢

喜一

帽

無
尉
ヤ

嚢
凌

零

鎚「
㌫霧

叢夢

一
燈

芭

激
諮
婚

.
破肇

陣 .

奥
ψ髪

禰
轍蘇

淑

緩藁
.

蘇…

.
!

糠き

鞭、
醸欄

評㌢

羅

睾
・.

累聡

警

彫
ー

撒
置

蜥

ー

・

」饗

　て

糸縦

沙
晶

5

を

竈
ぐ

ぞ

憲

蕪鯵

案
墨

編

る
で
灸

燵 ,

一

爲♂

蓼-

蜜

+
土
量
一

ム

幕

ー9

[

ー

幽蒙

孝翠

. .盈

H

刻

㌔墨

嘉

「

。

野
田
瑞矯

.

辮

、

、、餐.

.

b

『

ワ

ーII

ー

φ

図22文 化五年京江戸五軒版 刊記 ・目録



ss奈 良 大 学 紀 要 第31号

『済
帳
』
に
よ
れ
ば

「天
保
三
辰
九
月

よ
り
同
四
年
巳
正
月
迄
」

の
部
に

「菱
屋

徳
右
衛
門
」
と
見
え
た
あ
と
、
「天
保

六
未
正
月
ヨ
リ
五
月
迄
」

の
部
で
は

「菱

屋
五

一
郎
」
と
出
て
、
以
降
は
す
べ
て
五

一
郎
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

を
拠
軌
所
に
す
れ
ば
、
こ
の
本
は
天
保
六
年
以
降
の
出
版
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

大
き
な
変
化
と
し
て
は
、
京
の
勝
村
治
右
衛
門
、
江
戸
の
須
原
屋
茂
兵
衛
が
新
た

に
加
わ

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
勝
村

が
加
わ

っ
た
理
由
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、

江
戸
の
本
屋
が
入

っ
た
こ
と
は
注
意
し

て
よ
か
ろ
う
。
文
政

・
天
保
期
は
江
戸
表

で
小
本
七
部
集

の
重
板
が
続
出
し
た
時
期
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
文
化

再
刻
版
が
京
の
み
の
三
軒
版
で
あ

っ
た
と
こ
ろ
に
大
き
な
理
由
が
あ
る
。
つ
ま
り
、

安
永
版
と
違

っ
て
江
戸
表
に
睨
み
が
き
か
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
続
出
す
る
重
板

に
業
を
煮
や
し
た
京
の
板
元
が
、
監
視
役
と
し
て
江
戸
の
本
屋
を
加
え
る
こ
と
を

考
え
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
何
故
須
原
屋
な
の
か
と
い
う
疑
問
は
残
る
が
、

そ
の
よ
う
に
考
え
る
と

一
応
納
得
は
行
く
。
ち
な
み
に
、
詳
細
に
つ
い
て
は
次
稿

に
譲
る
が
、
弘
化
四
年
刊
の
横
本

『俳
譜
七
部
集
』
の
刊
記
に
も
こ
の
本
と
同
じ

顔
ぶ
れ
が
並
ん
で
い
る
。

安
政
四
年
江
戸
大
坂
九
軒
版

こ
の
本
も
伝
本
少
な
く
、
家
蔵
本
と

加
藤
本
⑭
が
菅
見
に
入

っ
た
の
み
。
収
録

順
は
ど
ち
ら
も

「
ハ
フ
ヒ
ス
サ

・
ソ
ア
イ
」
で
あ
る
。
図
版
23
が
題
籏
で
、
従
来

の
も
の
よ
り
幅
が
広
く
、
書
体
の
印
象
も
少
し
異
な
る
。
図
版
24
が
新
た
に
加
え

ら
れ
た
花
屋
庵
鼎
左
の
序
文
。
図
版
25

の
左
側
が
下
巻
後
表
紙
見
返
し
貼
付
の
刊

記
で
あ
る
。
先
の
京
江
戸
五
軒
版
の
蔵
板
目
録
は
外
さ
れ
て
い
る
。
新
し
い
刊
記

に
は
半
紙
本

・
小
本

・
寸
珍
本

・
横
本
の
七
部
集
、
そ
れ
に
続
七
部
集

の
広
告
を

出
し
た
あ
と
、
「安
政
四
年
巳
三
月
改
正
」
と
し
て
、
江
戸
二
軒

・
大
坂
七
軒
の

本
屋
の
名
前
を
並
べ
る
。
鼎
左
の
序
文
に
は

「
こ
た
び
改
板
の
時
至
り
て
、
書
騨

の
需
に
応
じ
、
い
よ

い
よ
元
本
に
照
し
諸
抄
に
あ
は
し
て
、
誤
字

・
か
ん
な
の
違

ひ
を
革
む
る
」
と
言

い
、
刊
記
に

「改
正
」
を
う
た

っ
て
新
板
を
装
う
が
、
水
母

散
人
序

・
本
文

・
大
鵬
館
践
と
も
文
化
版
と
同

一
板
木
で
、
新
た
に
手
を
加
え
た

形
跡
は
な
い
。
半
世
紀
近
く
七
部
集
の
主
た
る
板
権
を
握

っ
て
来
た
浦
井
五

一
郎

が
七
十
九
歳

で
没
す
る
の
が
、
翌
安
政
五
年
九
月
二
日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
刊

記
に
浦
井

・
橘
屋
の
名
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
考
え

て
、
浦
井
が
没
す
る
数
年
前

に
板
権
が
売
り
に
出
さ
れ
、
新
し
く
そ
れ
を
入
手
し
た
本
屋
が
相
板
で
出
し
た
と

見
る
べ
き
本
で
あ
る
。
鼎
左
の
序
文
が
添
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
に
九
軒

の

う
ち
七
軒
が
大
坂

の
本
屋
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
広
告
に
出
る
七
部
集
関
係

の
板
権
は
主
に
大
坂
方
面

へ
流
れ
、
こ
の
九
軒
版
小
本
も
大
坂

の
本
屋
が
中
心
に

な

っ
て
出
し

た
と
考
え
る

べ
き

で
あ
ろ

う
。
江
戸
の

須
原
屋
は
京

江
戸
五
軒
版

以
来

の
関
わ

り
で
絡
ん
で

図23安 政版題
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い
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
九
軒
版
に
関
連
し
て
見
て
お
く

べ
き
も
の
に
次
の
二
本
が
あ
る
。
う
ち

一

つ
は
小
林
孔
氏
蔵
の
下
巻
の
み
の
零
本

で
、
元
題
籏
を
欠
き
、
収
録
順
は

「
ソ
ア

イ
」
。
図
版
26
の
左
側
が
後
表
紙
見
返
し
貼
付
の
刊
記
で
あ

る
。
こ
れ
も
ま
た
、

京
江
戸
五
軒
版
の
蔵
板
目
録
が
外
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
浦
井

・
橘
屋
治
兵
衛

の
手
を
離
れ
た
後
の
版
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
板
面
の
状
態
も
九
軒
版
に
劣

ら
ず
良
く
な

い
。
七
部
集
関
係
の
板
権
が
大
坂
方
面

へ
流
れ
る
中
で
、
小
本
七
部

集
の
板
権
の

一
部
は
、
治
兵
衛
と
同
じ
屋
号
を
名
乗
る
橘
屋
嘉
助
に
よ

っ
て
留
保

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
こ
の
本
は
教
え

て
く
れ
る
。

い
ま

一
つ
は
東
大
洒
竹
文
庫
蔵

本

(酒
竹
㎜
)
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も
元
題
籏
を
欠
き
、
収
録
順
は

「
ハ
フ
ビ
ア

イ

・
サ
ソ
ス
」
。
こ
の
本
に
は
文
化
五
年
京
江
戸
五
軒
版
と
同
じ
蔵
板
目
録
が
あ

り
、
か

つ
後
表
紙
見
返
し
に
図
版
27
の
刊
記
が
貼
り
付
け
て
あ
る
。
そ
こ
に
は
江

戸
の
須
原
屋
茂
兵
衛
他
三
軒
と
大
坂
河
内
屋
喜
兵
衛
の
名
前
が
並
ぶ
。
須
原
屋
は

と
も
か
く
、
他
の
四
軒
は
本
来
小
本
七
部
集
に
は
関
わ
り
が
な
く
、
浦
井
と
橘
屋

が
板
権
を
握

っ
て
い
る
間
に
こ
の
よ
う
な
本
が
出
る
は
ず
が
な
い
。
板
面
の
荒
れ

も
九
軒
版

・
橘
屋
嘉
助
版
に
等
し
く
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
刷
り
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

本
は
お
そ
ら
く
、
板
権
が
浦
井
と
橘
屋

の
手
を
離
れ
た
あ
と
、
江
戸
で
須
原
屋
が

販
売
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
要
約
す
れ
ば
、
浦
井
と
橘
屋
が
板
権
を
手
放
し
た
後
、
七
部
集
関
係
の
板

権
は
主
に
大
坂
方
面
へ
流
れ
、
小
本
七
部
集
は
江
戸
大
坂
九
軒
版
と
し
て
売
り
に

出
さ
れ
た
が
、
同
じ
時
期
に
刊
記
を
異

に
し
て
京

・
江
戸
で
売
ら
れ
た
本
も
あ

っ

た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
三
本

に
名
前

の
出
る
本
屋
は
全
部
で
十
三
軒
。
そ

れ
そ
れ
の
本
屋
が
ど
の
よ
う
な
割
合
で
絡
ん
で
い
た
か
は
不
明
と
す
る
他
な

い

か
、
多
く
の
本
屋
が
群
が

っ
た
結
果
、
「芭
蕉
」
と

い
う
利
権
が
痩
せ
細

っ
て
行

く
様
を
見
て
と
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

こ
の
稿

は
、
平
成

十
三
年
度

日
本
近
世

文
学
会

秋
季
大
会

(於

・
立
命
館
大
学
)
で

の

研
究
発
表

の

一
部

に
手
を

加
え

た
も

の
で
あ

る
。

学
会
発
表

に
際
し
、
御
架
蔵

の
小
本
七

部
集
関
係

の
資
料
を

一
括
し
て
御
貸

与

の
上
、

こ
の
度

の
論
考
を
成
す

に
際
し

て
も

使
用

を
御
快
諾

下
さ

っ
た
雲
英
末
雄

氏

・
加
藤

定
彦

氏
に
心

よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
た

い
。
ま

た
、
長
澤
和
彦

氏

の
御
論
考
は
、
研
究
発
表
時

に
正
体

の
掴

め
な
か

っ
た
富
田
新
兵
衛
に

つ
き
実

に
折
良
く

照
明
を
あ

て
て
い
た
だ

い
た
も

の
で
、
学
恩

に
感
謝
す
る
次
第

で
あ

る
。

(平
成

十
四
年
九

月
二
十
七
日
記
)
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